イ・ア・ゴンチヤローフ博 by 中村 俊蔵
イ
・
ア
・
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
ー
フ
傳
エ
ス
・
ア
・
ヴ
エ
ン
ゲ
ロ
ー
フ
　
作
中
村
俊
藏
譯
譯
者
よ
り
－
私
が
本
坑
鐸
を
思
ひ
立
ち
ま
し
た
動
機
は
大
正
十
茸
年
三
月
欝
本
年
軋
節
六
年
第
二
肪
上
l
こ
武
藤
教
授
に
依
り
、
『
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
フ
著
フ
レ
ガ
ツ
ト
・
パ
ル
ラ
ダ
中
の
一
節
』
と
題
し
て
紹
介
さ
れ
且
本
年
三
月
十
当
日
正
午
頃
本
校
国
事
館
階
上
に
於
与
よ
し
て
同
教
授
よ
り
「
鐸
し
て
研
究
緒
年
報
に
出
し
て
は
…
…
」
と
悠
放
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
原
露
文
l
は
エ
ス
・
ア
・
ヴ
エ
ン
ゲ
ロ
ー
フ
氏
の
執
筆
で
あ
り
ま
し
て
本
校
図
番
館
備
付
の
一
八
九
三
年
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
（
S
旨
已
P
c
t
e
r
s
b
u
r
g
）
出
版
露
文
有
料
郎
典
四
十
一
巻
及
柿
瀞
二
番
（
一
巻
約
九
官
八
十
蝕
貫
の
大
肪
も
の
、
出
版
者
は
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
於
て
は
、
エ
フ
・
ア
・
ブ
ラ
ツ
ク
ガ
ウ
ズ
氏
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
プ
ル
ク
に
於
て
は
イ
・
ア
・
エ
フ
ロ
ー
ン
氏
）
中
の
第
九
谷
中
に
あ
り
ま
で
。
本
俸
記
の
執
筆
者
セ
ミ
ヨ
ー
ン
・
ア
ハ
ナ
ー
シ
エ
ビ
ツ
チ
ユ
・
ヴ
エ
ン
ゲ
ロ
ー
フ
氏
は
批
評
家
、
文
数
史
家
で
一
八
五
五
年
ポ
ル
タ
フ
ス
カ
ヤ
癌
ス
ー
ラ
河
畔
の
ル
ー
プ
ヌ
イ
l
こ
生
れ
初
め
一
八
七
一
年
よ
り
七
四
年
ま
で
内
外
前
科
撃
箪
校
に
聾
ぶ
、
一
八
七
九
年
法
革
士
ミ
な
り
、
一
八
八
〇
年
度
卑
官
記
章
科
の
堕
士
寸
し
な
り
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
（
P
e
t
e
r
・
S
b
u
r
g
）
大
塾
の
昆
園
文
革
講
庵
も
捻
任
、
一
八
七
五
年
『
現
代
々
衷
者
l
こ
於
け
ゑ
路
国
文
箪
ミ
グ
1
／
ダ
ー
ニ
イ
エ
フ
（
T
。
u
r
g
e
一
計
β
』
ノ
ー
サ
オ
ユ
ー
・
ゲ
レ
と
・
、
ヤ
ー
三
景
ふ
事
物
を
出
版
、
一
八
七
六
年
『
新
　
時
　
代
』
紙
上
り
電
車
批
評
欄
に
こ
『
シ
チ
グ
ロ
ー
フ
ス
キ
ー
郡
の
二
∵
ウ
ス
ト
』
三
耳
ふ
雅
競
鼻
ヂ
ィ
エ
リ
†
I
　
ル
ス
キ
ー
．
1
こ
て
執
筆
、
一
八
七
七
年
上
ご
り
八
C
年
に
亙
り
『
周
問
』
及
問
富
国
ミ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ロ
ー
ヴ
オ
ー
世
界
』
誌
上
に
批
評
論
文
を
書
く
、
一
八
八
〇
年
よ
り
『
言
葉
』
誌
上
l
こ
活
動
し
就
中
『
ス
ラ
グ
民
族
の
国
民
的
連
動
』
に
闊
七
多
く
の
ウ
ス
ト
ー
イ
大
論
文
を
省
く
、
一
八
八
二
年
月
刊
雑
誌
『
基
礎
』
を
主
笹
し
、
一
八
八
四
年
に
『
ア
・
ビ
セ
ー
ム
ス
キ
ー
』
（
後
出
）
の
評
論
的
偉
観
ス
ケ
ッ
チ
を
発
行
す
。
叫
八
八
六
年
よ
り
富
国
作
家
及
聾
者
の
評
論
樽
記
大
群
典
の
編
纂
に
従
事
す
。
イ
・
ア
・
ビ
ン
テ
ヤ
ロ
ー
7
倍
一
八
五
商
業
さ
経
済
イ
ヲ
I
Y
・
ア
レ
キ
サ
I
y
r
ロ
ピ
y
チ
ユ
・
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
1
フ
(HgD
〉
r
r
g
D岳.。三円
or
の。
D
R
r日・
0
吟
)
は
最
も
有
名
な
露
凶
文
豪
中
の
一
人
で
一
入
一
二
年
頃
に
生
れ
た
。
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
7
の
多
〈
の
侍
記
論
文
に
は
彼
は
一
入
一
三
年
六
月
六
日
に
生
れ
た
ご
せ
ら
れ
て
居
る
が
こ
れ
は
確
買
で
は
な
い
。
f
y
チ
ヤ
ロ
1
7
の
泣
き
口
執
行
者
で
彼
の
古
く
か
ら
の
友
人
で
あ
っ
た
エ
ム
・
エ
ム
・
ス
タ
ジ
ユ
レ
I
ピ
y
チ
ユ
(
一
入
二
六
年
生
れ
卒
者
、
操
飢
家
、
結
局
政
家
、
詳
細
は
後
出
)
に
は
プ
Y
チ
ヤ
ロ
1
7
の
洗
膿
詮
明
書
は
一
入
一
二
年
モ
ス
グ
グ
ア
(
民
g
g巧
)
市
火
災
の
時
焼
失
し
た
こ
さ
が
確
震
に
剣
明
し
て
居
る
、
ぞ
れ
故
に
彼
の
生
れ
た
の
は
同
年
の
九
月
以
前
で
あ
る
。
四
十
年
代
の
露
図
作
家
の
大
多
数
ご
は
異
T
o
h
J
彼
は
ジ
シ
ピ
I
Y
ス
ク
の
可
成
有
一
臓
な
商
家
出
身
で
あ
っ
た
が
天
性
の
菩
積
に
加
へ
て
共
時
代
ざ
し
て
最
も
注
意
深
き
数
育
争
点
λ
〈
る
た
め
に
防
げ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
の
母
は
普
通
の
女
で
あ
っ
た
の
然
し
善
良
な
婦
人
で
そ
の
母
の
手
に
彼
は
父
の
死
後
三
歳
に
し
て
残
っ
た
。
母
は
子
息
の
養
育
の
た
め
に
は
何
物
一
八
六
争
-ku
惜
ま
な
か
っ
た
。
グ
オ
ル
グ
河
の
封
岸
、
ホ
ヲ
ン
ス
カ
ヤ
侯
偉
夫
人
の
所
有
地
に
カ
ザ
ン
の
紳
準
大
事
の
殺
育
あ
る
数
化
せ
ら
れ
た
伶
侶
の
皐
生
が
住
ん
で
居
た
、
彼
状
フ
ラ
ン
ス
婦
人
ご
結
婚
し
て
そ
の
助
バ
・
シ
オ
'
シ
カ
に
依
り
て
寄
宿
合
的
九
千
枝
子
m聞
き
営
地
貴
族
の
問
に
功
続
の
あ
る
成
功
を
股
め
て
居
た
。
共
庖
ヘ
ザ
一
引
き
プ
シ
チ
ヤ
ロ
1
ア
も
遣
ら
れ
た
、
教
授
及
養
育
の
事
た
る
や
そ
の
信
侶
向
学
生
に
依
っ
て
非
常
に
注
意
深
く
忽
さ
れ
た
、
彼
は
自
分
の
生
徒
遠
の
向
学
修
の
み
な
ら
子
読
書
を
h
注
減
し
て
居
た
、
小
供
遣
に
は
啓
一
き
殺
訓
的
の
書
怨
の
み
や
』
奥
へ
そ
、
ホ
Y
ピ
ジ
ン
(
一
七
四
五
i
一
七
九
二
、
作
家
、
巧
妙
な
誠
刺
家
)
の
『
プ
ク
ガ
デ
イ
V
』
(
放
問
長
の
窓
、
喜
劇
)
の
如
き
も
の
3
へ
も
、
政
細
な
事
や
軽
薄
に
潤
す
る
総
て
の
陪
示
か
ら
少
年
の
霊
智
を
法
ぎ
く
る
た
め
に
は
、
許
可
書
物
目
録
中
か
ら
除
外
3
れ
て
居
た
。
質
際
家
庭
に
於
ザ
レ
プ
シ
チ
ヤ
ロ
1
7
は
ジ
ヤ
ジ
y
只
女
史
こ
七
四
六
i
一
入
三
一
、
ブ
ラ
シ
ス
女
流
作
家
、
伯
偉
夫
人
.
営
時
彼
女
の
殺
訓
的
小
説
は
露
誌
に
線
誇
サ
ら
れ
人
気
を
博
し
た
)
の
戚
傷
的
小
説
や
-
フ
ド
ク
Y
7
女
史
こ
七
六
四
l
一
入
二
三
、
英
国
作
家
、
ぞ
の
小
説
は
陰
階
玄
妙
な
内
容
に
て
秀
で
殆
ん
ざ
全
部
の
小
説
露
語
に
醗
誇
せ
ら
る
。
よ
り
正
確
に
云
へ
ば
改
作
せ
ら
れ
た
)
の
全
部
の
幽
霊
小
説
や
、
エ
ク
グ
Y
ト
ス
グ
ク
ゼ
ン
の
一
紳
泌
な
考
察
の
も
の
さ
へ
を
も
読
ん
だ
、
然
し
兎
に
角
大
位
に
於
て
読
書
の
性
質
は
寅
際
的
の
も
の
で
真
面
目
な
も
の
で
あ
っ
た
。
十
二
歳
の
時
プ
ン
チ
ヤ
ロ
1
7
は
デ
Y
ジ
ャ
!
ピ
ン
(
一
七
四
三
l
一
入
二
ハ
)
、
ア
レ
キ
サ
y
r
y
一
世
(
〉
r
g
g仏
O
門
岡
忠
・
)
の
時
司
法
大
臣
.
彼
の
文
率
的
名
惑
は
『
プ
ヱ
η
ノ
ツ
イ
』
が
出
版
3
れ
た
に
始
ま
り
、
そ
の
後
多
く
の
作
品
世
に
現
は
れ
皆
名
患
を
得
た
)
、
で
フ
久
コ
プ
こ
七
三
三
l
一
入
O
七
)
、
一
七
七
六
年
に
大
苧
貴
族
寄
宿
合
的
学
校
及
師
範
紳
皐
校
の
基
を
開
き
殺
育
の
活
動
的
な
援
護
者
.
作
品
は
似
非
古
典
汲
的
の
も
の
で
叙
事
詩
『
一
フ
ジ
ア
!
グ
1
』、『ク
ラ
ジ
I
ミ
Y
」
、
小
説
『
ヵ
ド
ム
さ
ガ
Y
モ
I
ニ
ア
』
、
『
ヌ
了
ポ
ン
ピ
η
ノ
!
』
、
悲
劇
戯
曲
等
あ
れ
ど
も
葱
術
上
の
債
依
な
し
、
然
し
大
成
功
ケ
得
た
)
、
ォ
ゼ
ロ
ア
(
一
七
七
O
l
一
入
一
六
)
、
戯
曲
作
家
、
詩
人
、
作
品
イ
・
ア
・
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
フ
停
『
ェ
デ
イ
プ
・
7
・
ア
ア
イ
ナ
プ
』
‘
『
ブ
イ
シ
，
d
H
Y
』、
『
ド
ミ
イ
ト
η
ノ
I
・
ド
シ
ス
コ
イ
」
、
『
ポ
y
グ
セ
ナ
ト
等
は
尚
一
四
時
成
情
の
模
倣
の
出
来
‘
ざ
る
こ
さ
、
生
気
あ
る
生
け
る
盤
の
如
き
詩
に
依
b
て
大
な
る
成
功
を
得
た
、
然
し
フ
ラ
ン
ス
の
似
非
古
典
波
の
影
響
を
受
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
現
代
に
於
て
は
官
1
マ
ン
-
ア
イ
γ
ズ
ム
官
0
5
2片山
n
U
H
V
》
に
移
る
一
股
史
的
の
興
味
。
ゲ
有
す
る
の
み
)
等
を
議
破
し
、
又
ロ
1
レ
ジ
(
一
六
六
一
l
一
七
四
一
、
ブ
ラ
Y
ス
の
歴
史
家
、
ぞ
の
古
代
史
及
ロ
I
マ
史
は
ト
レ
ジ
ヤ
コ
ア
ス
キ
ー
に
依
り
て
露
語
に
織
誇
せ
ら
れ
た
)
や
ゴ
y
コ
!
プ
ご
七
三
五
l
一
入
O
一
歴
史
家
、
『
ピ
ヨ
I
ト
ペ
ぺ
9
1
キ
1
匂
2
2
p
o
の
ほ
と
の
事
業
』
等
の
著
ゐ
b
)
等
の
歴
史
的
作
物
を
読
み
、
又
ム
シ
ゴ
バ
Y
ク
ご
七
七
一
l
一
入
O
七
.
有
名
穴
英
図
族
行
家
に
し
て
中
部
ア
7
7
カ
研
究
者
.
一
七
九
五
年
第
一
回
遠
征
を
企
て
一
入
O
五
年
に
第
二
回
遠
征
を
な
せ
し
も
ニ
グ
Y
河
に
溺
死
し
中
道
に
て
鑓
れ
た
)
や
ク
ラ
1
γ
エ
シ
ニ
コ
ブ
こ
七
二
ニ
l
一
七
五
五
)
、
博
物
亭
者
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
研
究
者
、
『
カ
ム
チ
ヤ
ヅ
カ
記
」
を
容
し
一
八
七
商
業
さ
経
涜
た
)
や
バ
ぞ
フ
1
ス
こ
七
四
一
ー
ー
一
入
一
一
、
博
物
卒
者
、
放
行
家
伯
林
に
生
る
、
一
七
六
入
年
エ
カ
ア
7
1
ナ
二
世
に
依
b
て
露
闘
に
招
mw
せ
ら
れ
ペ
ア
Y
プ
Y
グ
亭
士
院
の
依
頼
に
依
b
一
七
七
O
l
一
七
七
三
年
に
至
る
問
大
探
険
隊
の
長
ざ
し
て
詳
細
に
ク
-フ
Y
か
ら
支
那
の
図
拐
に
至
る
迄
の
地
方
及
カ
プ
カ
ズ
ち
2
2
2
&
&研
究
し
た
、
探
険
に
依
り
て
蒐
集
せ
ら
れ
・
た
豊
富
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
亭
士
院
博
物
館
に
納
め
ら
る
、
一
七
人
五
年
彼
は
皐
士
院
の
委
員
に
選
ば
れ
た
、
一
八
一
O
年
伯
林
に
蹄
り
同
所
で
死
す
.
露
国
地
方
の
放
行
そ
の
他
の
著
ゐ
b
)
等
の
旅
行
記
舎
も
読
破
し
た
。
老
た
る
水
夫
な
る
殺
父
の
物
語
の
影
響
を
受
け
て
青
年
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
!
プ
は
殊
に
旅
行
に
心
を
惹
き
付
け
ら
れ
た
、
印
ち
早
〈
よ
り
放
行
記
念
読
み
し
ご
同
時
に
こ
れ
等
の
物
誌
は
後
年
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
1
7
の
世
界
族
行
に
出
後
す
る
決
心
の
・
一
土
な
る
源
'
呆
を
怨
し
た
。
一
入
一
一
二
年
ゴ
ジ
チ
ヤ
ロ
E
フ
は
ぞ
れ
以
前
数
年
間
な
立
モ
ス
ク
グ
ア
寄
宿
合
忠
一
夜
中
の
或
る
場
所
に
滞
在
し
て
モ
ス
ク
グ
ア
大
串
の
文
科
に
入
皐
し
一
入
入
た
。
こ
れ
が
伎
の
た
め
に
は
殺
授
、
向
学
生
間
に
於
て
新
生
活
が
始
ま
っ
た
時
な
の
で
あ
る
。
向
学
生
の
集
固
か
ら
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
I
プ
は
濁
b
山一地
d
d
か
つ
て
居
た
u
殺
授
中
か
ら
特
に
彼
に
成
化
を
奥
へ
た
の
は
ナ
デ
ー
ジ
ユ
ジ
ン
(
(
一
入
O
四
l
一
入
五
六
)
、
卒
者
に
し
て
操
飢
家
、
一
入
コ
二
l
一
八
三
六
年
迄
雑
誌
づ
プ
レ
ス
コ
ー
プ
』
(
向
司
法
銭
)
を
後
行
し
主
筆
芭
な
る
.
チ
ヤ
ダ
l
エ
プ
(
一
七
九
三
i
一
入
五
六
)
、
一
入
一
二
年
陸
軍
に
勤
務
す
、
プ
ク
ジ
ユ
キ
ン
こ
七
九
九
I
一
入
主
七
、
露
国
の
詩
型
一
一
さ
仰
が
る
)
さ
親
交
あ
り
、
一
入
三
六
年
雑
誌
づ
プ
レ
久
コ
I
プ
』
に
執
筆
す
、
)
の
作
品
『
哲
人
の
書
簡
』
の
た
め
廃
刊
の
止
な
な
に
き
至
b
)
主
筆
者
は
グ
オ
ロ
ゴ
ド
ス
カ
ヤ
懸
に
在
る
郡
の
市
ク
1
ス
ト
.
ス
イ
y
y
ス
ク
に
追
放
せ
ら
る
、
自
分
の
評
論
に
於
て
彼
は
文
事
上
に
於
け
る
ロ
!
?
ン
ア
イ
ジ
ズ
ム
ご
模
倣
傾
向
ご
に
封
し
闘
争
や
み
刈
し
た
。
露
国
文
卒
の
作
品
に
於
て
は
民
情
さ
自
然
に
劃
し
て
戦
っ
た
と
さ
勝
目
時
未
だ
若
年
で
ゐ
っ
た
ジ
エ
グ
イ
レ
ア
(
一
入
O
六
l
一
八
六
四
)
、
文
亭
歴
史
家
に
し
て
雑
誌
記
者
『
グ
ン
ト
ご
彼
の
世
紀
』
『
詩
的
学
理
論
』
『
官
ジ
ア
文
問
山
手
・
見
』
殊
に
『
古
代
』
そ
の
他
の
著
ゐ
り
.
雑
誌
上
の
活
動
に
於
て
は
極
端
な
る
ス
ラ
グ
族
品
川
負
常
一
…
の
一
人
、
時
々
他
人
の
怠
見
に
濁
し
て
偏
執
を
表
は
し
.
同
時
代
の
文
挙
運
勤
の
会
〈
不
可
解
な
る
こ
さ
を
後
表
し
た
)
さ
で
あ
っ
た
。
大
卒
に
於
て
ゴ
Y
チ
ヤ
ロ
1
7
は
総
て
の
図
及
図
民
の
古
典
に
遁
宇
る
た
め
多
く
の
時
間
を
甲
}
れ
に
捧
げ
た
u
彼
が
文
泊
に
初
め
て
現
れ
て
以
来
評
論
が
彼
の
た
め
に
認
め
た
形
式
の
完
成
立
去
ふ
甲
〕
さ
は
疑
も
な
く
模
範
的
作
家
を
注
意
深
く
研
究
し
た
直
接
の
賜
物
で
あ
る
。
一
入
三
五
年
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
7
は
大
撃
の
科
程
在
終
り
、
v
y
ピ
I
Y
ス
ク
に
於
て
暫
時
の
間
出
仕
し
、
そ
の
後
ベ
ア
Y
プ
Y
グ
(35ωσ
号
問
)
に
移
住
し
総
評
官
ご
し
て
大
成
省
に
・
奉
職
し
た
。
大
戒
省
に
彼
は
一
入
五
二
年
世
間
介
一
周
放
行
に
間
後
す
る
ま
で
継
続
勤
務
L
て
居
た
。
ペ
ア
Y
プ
Y
グ
に
於
て
彼
は
直
ち
に
文
義
方
面
の
人
々
ご
相
識
る
こ
さ
を
得
た
、
そ
し
て
彼
は
我
山
術
の
た
め
の
葱
術
に
悲
哀
の
な
い
崇
拝
が
盛
な
、
そ
し
て
唯
一
の
塞
術
理
想
に
向
っ
て
客
観
的
創
活
力
の
高
上
が
あ
る
範
回
内
に
お
乱
入
イ
・
ア
・
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
フ
偲
っ
た
。
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
7
は
営
時
未
だ
十
四
歳
の
青
年
ア
ポ
ロ
γ
・
マ
イ
コ
プ
芭
そ
の
兄
弟
で
早
逝
し
た
天
才
的
批
評
家
ワ
v
y
ア
ン
・
マ
イ
コ
プ
の
父
で
惑
術
家
の
ニ
コ
ラ
イ
・
ア
ポ
ロ
ノ
1
ピ
y
チ
ユ
・
マ
イ
コ
プ
の
家
で
近
親
者
の
如
く
な
っ
て
居
た
(
因
に
ア
ポ
ロ
ジ
・
ニ
コ
ラ
エ
ピ
y
チ
ユ
・
マ
イ
コ
プ
は
一
八
一
一
一
i
一
入
九
七
、
詩
人
、
持
情
詩
.
叙
事
詩
.
行
情
詩
劇
を
以
て
有
名
、
ヲ
レ
y
ア
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ピ
y
チ
ユ
・
マ
イ
コ
プ
は
一
入
二
三
l
一
入
四
七
‘
評
論
家
、
議
術
の
正
し
き
理
解
の
た
め
に
多
大
の
功
績
あ
り
)
。
ぺ
l
y
ン
ス
キ
I
(
〈
・
の
・
回
一
己
宮
降
下
一
入
一
o
l
四
入
、
有
名
な
る
批
評
家
、
海
軍
々
墜
の
息
子
、
牧
師
の
孫
、
、
ベ
ン
ゼ
ン
ス
カ
ヤ
膝
チ
エ
シ
バ
Y
市
の
郡
立
の
皐
校
、
ぺ
Y
ゼ
ン
久
カ
ザ
中
間
学
校
.
屯
只
ク
グ
ア
大
的
九
千
等
に
於
て
数
育
を
受
け
最
後
に
ナ
デ
1
ジ
ユ
ジ
ン
(
前
出
)
、
バ
ク
ロ
1
フ
等
の
議
義
を
聴
い
た
、
嘉
重
な
彼
の
庭
女
評
論
『
文
率
的
夢
想
』
は
一
入
三
四
年
『
-
プ
V
ス
コ
ー
プ
』
誌
上
に
後
表
せ
ら
れ
大
々
的
成
功
。
γ
博
し
彼
の
運
命
を
決
定
し
た
、
こ
の
時
よ
彼
れ
は
文
率
的
労
作
に
海
身
の
精
根
を
傾
注
し
た
)
一
八
九
商
業
さ
経
済
の
仲
間
に
プ
シ
チ
ヤ
ロ
ー
プ
は
一
入
四
六
年
、
銃
に
そ
れ
以
前
草
稿
の
佳
の
時
.
熱
心
な
此
の
批
評
家
に
て
遊
説
せ
ら
れ
読
者
を
非
常
に
喜
悦
せ
し
め
た
『
ァ
ピ
グ
ナ
ゲ
エ
ン
ナ
ヤ
1
・
ィ
ス
ト
f
y
ヤ
I
」
(
却
伴
者
註
、
本
書
の
英
叩
一
時
は
本
枝
問
書
館
に
備
付
け
て
あ
り
ま
す
.
印
ち
〉
(
リ
。
S
B
O口
弘
0
3
1
u
p
H】
O〈
の
-
ξ
r
s
。。ロ円。
-
5
5
R
可
皆
同
ω
宮
丘
町
円
。
B
P
o
児
口
忠
一
日
】
t
v
、
の
o
E
P
Dの
O
P
E
a
-
F
O
H
M仏
OHM
当
日
]
]
一
自
己
出
丸
-HoggロW
5
2・
で
あ
れ
ノ
ま
す
)
ケ
仲
介
ご
し
て
接
近
し
た
、
然
し
此
の
相
識
は
親
睦
ご
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
一
入
四
六
年
ぺ
!
?
y
ス
キ
ー
は
プ
ラ
Y
ス
か
ら
来
た
Y
イ
・
プ
ラ
シ
や
レ
ド
y
ユ
1
・ロ
M
f
レ
y
の
思
想
に
心
酵
の
真
最
中
で
あ
っ
た
、
総
て
の
極
端
の
敵
ゴ
ジ
チ
ヤ
ロ
ー
プ
は
此
等
の
思
想
に
殆
ん
ど
心
を
惹
か
れ
ヂ
ジ
エ
I
・
ザ
シ
ド
の
思
想
を
論
駁
さ
へ
も
し
た
‘
こ
れ
が
郎
ち
ぺ
1
7
Y
ス
キ
ー
が
プ
Y
チ
ヤ
ロ
ー
プ
の
才
能
に
完
全
な
鷲
駁
の
租
税
を
梯
ひ
、
営
時
プ
ジ
チ
ヤ
ロ
1
7
の
自
身
の
物
語
に
依
り
て
ゴ
Y
チ
ヤ
ロ
ヲ
イ
リ
ス
テ
ル
ー
プ
を
『
俗
物
t
ご
呼
ぶ
に
至
っ
た
原
因
で
あ
名
。
『
ア
ピ
ク
ナ
グ
エ
シ
ナ
ヤ
I
・
イ
ス
ト
I
Y
ヤ
I
』
に
潤
す
一九
O
る
狂
喜
的
批
評
に
於
て
ぺ
!
?
ン
ス
キ
ー
は
そ
の
著
者
の
作
品
に
於
て
義
術
方
面
は
彼
を
会
ぐ
満
足
せ
し
め
な
か
っ
た
が
然
し
基
礎
的
構
想
は
彼
を
喜
悦
せ
し
め
た
所
の
『
誰
が
諜
・
』
の
著
者
さ
翠
術
家
で
そ
れ
以
上
で
な
い
所
の
プ
ン
チ
ヤ
ロ
I
ブ
ご
の
問
の
差
具
合
注
親
し
た
。
『
ァ
ピ
ク
ナ
グ
エ
ジ
ナ
ヤ
I
・
イ
ス
ト
1
7
ヤ
1
』
は
格
外
の
成
功
さ
同
時
に
一
般
的
に
も
成
功
子
得
た
。
ゴ
I
プ
y
(
一
入
O
九
l
一
八
五
二
、
有
名
な
る
露
図
文
豪
)
争
露
図
の
ポ
リ
ノ
デ
コ
1
ク
(
一
七
九
四
l
一
入
七
一
、
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
、
そ
の
殆
ん
ど
全
部
の
作
品
は
露
誇
さ
れ
一
時
大
な
る
人
気
を
博
し
た
)
ざ
見
倣
し
た
所
謂
『
自
然
波
』
の
明
か
な
情
感
者
「
北
方
の
密
蜂
』
{
(
一
入
二
五
年
か
ら
一
入
六
四
年
ま
で
後
行
せ
ら
れ
た
政
治
文
卒
新
問
、
最
初
は
一
周
三
回
一
八
コ
二
年
よ
り
日
刊
と
な
る
、
主
筆
後
行
人
は
プ
Y
、ガ
1
7
Y
、
一
入
一
二
一
年
か
ら
は
プ
Y
が
1
9
Y
ご
グ
ν
I
チ
ユ
、
一
八
六
O
年
か
ら
は
ク
l
y
プ
。
プ
Y
が
l
y
y
ご
グ
V
I
チ
ユ
の
名
前
は
充
分
新
聞
の
一
般
的
容
貌
ケ
定
め
て
居
っ
た
、
純
技
術
方
面
か
ら
新
間
以
内
容
貧
弱
で
あ
る
、
一
肱
訟
は
会
く
な
か
っ
た
、
政
治
上
の
報
道
は
極
め
て
切
り
縮
め
ら
れ
た
も
の
で
時
に
は
全
く
貫
際
的
方
面
か
ら
総
て
の
評
註
な
し
に
事
買
を
曲
げ
た
形
で
報
道
せ
ら
れ
た
園
内
生
活
の
問
題
は
会
く
等
閑
に
附
せ
ら
れ
政
府
の
庭
置
は
何
等
の
説
明
も
な
く
報
道
せ
ら
れ
た
、
地
方
及
市
の
雑
報
欄
は
火
事
さ
か
、
色
々
の
程
類
の
珍
ら
し
言
こ
ご
種
々
偶
後
的
小
事
買
の
報
道
か
ら
成
立
し
、
批
評
欄
は
劇
場
、
一
音
楽
、
書
籍
解
題
の
問
題
、
種
々
の
俊
明
や
工
業
上
の
企
業
に
濁
す
る
銭
面
皮
な
庚
告
等
に
捧
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
二
部
分
、
政
府
の
行
動
合
非
難
す
る
こ
さ
の
み
な
ら
や
務
揚
す
る
こ
之
さ
へ
も
禁
止
さ
れ
た
蛍
時
の
印
刷
物
の
一
般
的
朕
態
で
係
件
付
け
ら
れ
て
居
た
の
だ
、
彼
等
は
熟
考
以
外
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
ベ
何
ん
に
就
い
て
書
き
ま
し
ょ
う
か
」
さ
或
る
時
プ
Y
ガ
l
y
y
は
第
三
部
長
ド
ク
ペ
ソ
ト
大
終
二
七
九
二
l
一
入
六
二
、
一
入
三
五
年
か
ら
憲
兵
軍
国
司
令
部
長
官
ざ
な
り
一
入
三
九
年
第
三
部
長
さ
な
り
検
閲
総
局
の
委
員
や
み
胤
任
)
に
尋
ね
た
、
劇
場
、
展
覧
台
、
勧
工
場
、
古
着
市
、
居
酒
屋
、
菓
子
屋
を
:
:
:
ぞ
ら
J
』
れ
が
お
前
の
イ
・
ア
・
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
フ
停
続
分
だ
‘
そ
れ
以
外
に
一
歩
た
b
ご
も
出
で
で
は
な
ら
ん
」
宅
一
勝
寧
は
答
へ
た
、
此
の
新
聞
の
主
な
均
一
期
・
人
は
プ
y
d
M
l
y
y
自
身
で
彼
は
数
十
年
間
『
総
て
カ
ン
デ
モ
の
雑
多
い
『
エ
フ
・
ぺ
!
の
抜
玄
・
さ
通
信
』
ご
一
玄
ふ
標
題
の
下
じ
批
評
欄
&
捺
任
し
た
、
プ
Y
、ガ
1
η
ノ
ジ
が
去
る
ど
同
時
に
新
聞
の
特
質
は
全
く
滋
化
し
た
、
一
入
六
一
!
l
六
二
年
の
問
グ
y
y
エ
ン
の
友
人
ア
Y
ト
ク
y
・
ぺ
ン
の
機
関
紙
芝
な
っ
た
が
兎
に
角
成
功
し
な
か
っ
た
、
そ
し
て
購
読
珠
約
者
の
不
足
の
た
め
廃
刊
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
こ
さ
へ
小
説
が
一
七
入
九
年
に
生
れ
一
入
五
九
年
に
死
せ
し
前
記
の
雑
誌
記
者
、
美
文
卒
者
、
歴
史
家
で
あ
る
所
の
プ
Y
ガ
1
リ
'
y
に
は
嫌
忌
す
ぺ
き
率
一
政
の
総
て
の
規
則
に
従
っ
て
書
か
れ
た
け
れ
ど
も
初
舞
憂
の
人
に
非
常
に
好
意
ぞ
以
て
サ
プ
レ
l
J
ン
ニ
ツ
ク
接
し
た
。
一
八
四
入
年
『
現
代
人
』
(
(
文
亭
政
治
雑
誌
、
詩
浩
一
一
プ
ク
ジ
ユ
キ
ン
さ
プ
レ
ト
ネ
プ
(
一
七
九
一
l
一
八
六
五
二
入
一
入
年
よ
り
文
培
に
現
は
る
}
さ
の
考
に
よ
り
て
創
始
、
一
入
三
六
年
四
月
十
一
日
『
現
代
人
、
ア
・
エ
ス
・
プ
タ
ジ
ユ
キ
ン
に
て
後
行
せ
ら
れ
た
る
文
皐
雑
誌
』
さ
一
式
ふ
標
題
の
下
に
『
ピ
I
タ
九
商
業
さ
経
涛
ー
大
帝
の
宴
』
さ
一
式
ふ
詩
を
一
公
表
し
て
初
版
が
泌
氏
了
せ
ら
れ
た
、
一
入
三
八
年
迄
は
年
四
回
後
行
、
プ
ク
ジ
ユ
キ
シ
の
死
後
一
入
三
入
l
四
六
の
問
雑
誌
の
幹
部
に
は
ぺ
!
・
ア
I
・
プ
レ
ト
ネ
フ
在
り
、
此
時
は
無
花
の
時
季
で
み
の
っ
た
、
一
入
四
三
年
か
ら
日
刊
雑
誌
ぜ
な
る
)
}
誌
上
に
『
イ
ヲ
1
Y
・
サ
ピ
y
チ
・
ポ
ド
ジ
ヤ
プ
y
y
』
ご
一
疋
ふ
題
材
を
官
・
一
民
生
活
か
ら
取
っ
た
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
7
の
一
短
篇
小
説
が
泌
氏
表
さ
れ
た
、
ぞ
れ
は
銃
に
一
入
四
二
年
に
書
か
れ
て
居
っ
た
も
の
だ
。
丁
皮
そ
れ
が
印
刷
に
附
せ
ら
る
〉
や
否
や
彼
の
名
控
は
突
然
揚
っ
た
。
一
入
五
二
年
に
プ
シ
チ
ヤ
ロ
1
7
は
営
時
未
だ
外
国
人
に
は
入
園
出
来
な
か
っ
た
日
本
さ
通
商
争
開
始
す
る
た
め
に
日
本
に
赴
き
し
海
軍
大
将
エ
プ
イ
ム
・
7
V
1
7
エ
ザ
イ
チ
‘
ュ
・
プ
ク
チ
ヤ
チ
シ
(
H
O
忌
自
宅
g
口
町
岳
会
E
E
E
一
入
O
三
l
一
入
入
三
二
入
六
一
l
l
六
こ
の
間
文
部
大
臣
さ
な
る
)
の
遠
征
に
会
加
し
た
、
彼
は
大
将
プ
ク
チ
ヤ
チ
Y
の
秘
書
役
さ
し
て
遠
征
隊
に
附
隠
せ
し
め
ら
れ
た
の
だ
。
東
方
戦
争
(
誇
者
註
、
露
士
山
桃
役
な
ら
ん
)
の
た
め
中
念
に
で
中
断
せ
ら
れ
た
る
旅
行
か
ら
締
り
f
y
一
九
ニ
チ
ヤ
ロ
ー
プ
は
諸
雑
誌
に
『
プ
レ
グ
ト
・
メ
Y
-
フ
ー
グ
』
(
叩
持
者
註
、
武
膝
殺
授
に
依
b
本
校
研
究
館
年
報
第
六
年
第
二
冊
上
に
引
用
さ
る
)
の
個
々
の
雫
を
部
分
的
に
掲
載
し
た
。
其
後
一
入
五
九
年
に
出
版
せ
ら
れ
た
『
オ
プ
ロ
!
モ
プ
』
(
諮
者
註
、
本
帝
一
日
の
英
詩
、
本
校
図
書
館
に
備
付
ゐ
り
、
o
z
o
E
O〈
ξ
守山口
。。ロの
rmHg〈円円山口
ω
F
円
。
仏
中
。
s
p
o
河口
ω
一msrvーの・(「・
ZommH27
円。口広
O
口
"
の
め
O
-
‘m
o
p
-一
の
ロ
符
.Cロ巧
EM
F
-
H
]
)
・
印
も
こ
れ
な
り
)
の
著
作
に
熱
心
に
着
手
し
た
。
『
ォ
プ
ロ
I
モ
フ
』
の
成
功
は
『
ア
ピ
ク
ナ
ゲ
エ
ン
ナ
ヤ
・
イ
ス
ト
1
y
ヤ
I
』
の
如
〈
世
界
的
の
も
の
で
あ
っ
た
。
一
入
五
入
年
に
d
y
チ
ヤ
ロ
l
プ
は
検
開
局
に
特
勤
し
た
、
初
め
は
検
閲
官
ぎ
な
っ
た
が
後
に
は
印
刷
事
務
総
局
の
委
員
さ
な
っ
た
。
一
入
六
二
年
後
は
暫
〈
政
府
機
関
紙
『
北
方
の
郵
便
』
{
(
内
務
省
の
新
聞
、
日
刊
、
一
入
六
二
年
か
ら
一
入
六
入
年
ま
で
す
y
p
ト
・
ぺ
-
ア
Y
プ
Y
グ
で
後
行
き
る
、
主
な
る
、
記
者
は
ァ
・
グ
エ
I
・
ニ
キ
I
-
ア
ジ
コ
、
エ
ヌ
・
グ
エ
1
・
ヲ
ア
デ
イ
ノ
ア
、
イ
・
ア
・
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
ー
プ
二
八
六
二
年
二
一
五
鋭
か
ら
)
、
デ
1
・
イ
・
カ
ー
メ
ジ
ス
キ
1
(
一
入
六
三
年
一
四
四
強
か
ら
)
等
で
あ
る
、
一
入
六
九
年
に
「
政
府
報
知
』
に
組
織
的
援
克
3
ゲ
エ
ス
ト
ニ
ツ
ク
・
?
{
フ
ロ
I
る
)
}
の
主
位
一
ヤ
ケ
勤
め
た
。
一
入
六
九
年
『
欧
洲
遜
プ
ィ信
』
(
一
入
六
六
年
創
設
、
歴
史
政
治
雑
誌
.
主
筆
後
行
人
は
べ
-
7
Y
プ
Y
グ
大
卒
一
克
殺
授
た
b
し
エ
ム
・
エ
ム
・
ス
タ
ジ
ユ
レ
I
ピ
ッ
チ
ユ
兵
)
上
に
彼
の
第
三
の
大
小
説
「
オ
プ
Y
イ
フ
』
(
誇
者
註
、
・
断
山
庄
の
意
、
原
本
本
校
図
書
館
に
あ
り
)
が
掲
載
さ
れ
た
、
こ
れ
は
一
般
的
の
成
功
を
得
る
こ
さ
が
出
来
な
か
っ
た
。
七
十
年
代
の
初
頭
に
彼
は
僻
職
し
た
、
此
時
か
ら
彼
は
大
な
ら
5
る
ス
ケ
Y
チ
の
類
を
若
干
書
い
た
、
印
z
リ
オ
ン
・
J
T
h
ザ
ニ
l
q
J
T
ラ
ト
ウ
山
Y
ヌ
イ
-
V
A
チ
エ
山
も
『
苦
難
の
無
数
』
『
文
町
内
予
の
夕
」
『
ぺ
l
y
ンス
キ
ー
の
個
性
に
就
き
て
の
摘
要
』
『
Y
I
チ
ジ
エ
・
ポ
ー
グ
ド
ノ
I
・
チ
エ
ム
・
ニ
カ
グ
ダ
I
』
(
『
巳
ぽ
吋
F
S
F
s
z
q
q・
著
者
の
俄
悔
)
『
回
想
録
一
「
下
僕
』
「
自
由
の
破
壊
』
等
で
ゐ
る
、
然
し
此
等
の
も
の
は
『
苦
難
の
無
数
』
以
外
彼
の
名
盤
に
何
物
を
も
加
へ
な
か
っ
ア
」
。
み
j
f
ン
チ
ヤ
ロ
・
1
7
は
モ
ホ
バ
ャ
街
に
在
っ
た
三
室
か
ら
成
り
立
っ
て
居
た
小
さ
な
住
宅
に
塾
居
し
て
徐
イ
・
ア
・
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
1
フ
偉
生
を
送
っ
て
居
た
、
英
庭
で
彼
は
一
入
九
一
年
九
月
十
五
日
永
眠
し
た
。
そ
し
て
ア
ν
キ
サ
y
ド
ロ
・
ネ
ア
ス
キ
ー
大
寺
院
(
大
侯
ア
レ
キ
サ
y
ド
Y
・
ネ
ア
ス
キ
ー
が
端
典
人
に
劃
し
て
勝
利
を
得
た
記
念
の
た
め
に
一
七
一
O
年
サ
ジ
ク
ト
・
ぺ
-
7
Y
プ
Y
グ
の
ネ
7
河
さ
剛
一
戸
河
の
岸
に
創
建
せ
し
も
の
)
に
葬
ら
れ
た
。
彼
は
妻
帯
し
な
か
っ
た
、
自
分
の
文
率
的
財
産
を
自
分
の
老
僕
の
家
族
に
遺
言
し
て
譲
っ
た
。
『
ア
ピ
グ
ナ
グ
エ
ン
ナ
ヤ
・
イ
ス
ト
!
?
ヤ
1
』
及
び
『
オ
プ
ロ
I
モ
フ
』
の
著
者
の
何
等
強
き
援
飢
を
知
ら
な
い
、
複
雑
な
ら
玄
る
長
き
生
活
の
枠
は
斯
〈
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
っ
そ
し
て
有
名
な
文
豪
の
外
部
に
ま
で
も
貫
道
し
て
居
た
此
の
煩
は
き
れ
な
か
っ
た
卒
穏
な
一
様
な
こ
さ
が
世
人
に
彼
に
て
創
造
せ
ら
れ
た
総
て
の
型
の
中
で
ゴ
Y
チ
ヤ
ロ
ー
プ
自
身
が
最
も
近
〈
オ
グ
ロ
I
毛
プ
争
想
起
せ
し
む
る
芯
云
ふ
確
信
を
な
き
し
な
る
に
至
っ
た
、
此
の
憶
測
の
源
因
は
一
部
分
プ
シ
チ
ヤ
ロ
1
7
自
身
が
な
し
た
の
だ
、
例
へ
ば
オ
プ
ロ
モ
ア
の
結
文
を
思
ひ
出
さ
ん
に
ず
イ
ポ
Y
ス
カ
ヤ
側
の
木
造
の
歩
道
を
二
人
の
紳
士
が
歩
い
て
居
た
、
一
人
一
丸
三
商
業
さ
経
済
は
γ
ユ
ト
!
?
y
ヅ
、
他
の
者
は
彼
の
友
人
文
卒
者
で
肥
満
し
て
不
精
な
面
相
ケ
し
て
物
思
に
洗
ん
で
睦
む
相
な
眠
ヤ
し
て
居
た
」
さ
倫
読
み
進
ん
で
行
く
時
は
「
不
精
に
欠
伸
し
な
が
ら
.
」
ジ
ユ
1
y
y
ツ
さ
共
に
談
話
し
っ
、
あ
る
無
頓
着
の
文
卒
者
は
小
説
の
作
者
自
身
以
外
に
は
設
も
居
な
い
甲
』
ご
が
剣
明
す
る
、
『プ
ν
が
ト
・
バ
Y
一
フ
[
ゲ
』
に
於
て
プ
ン
チ
ヤ
ロ
ー
プ
は
「
自
身
不
精
で
自
分
さ
接
鰯
す
る
総
て
の
も
の
を
不
精
に
成
染
せ
し
な
る
の
が
芯
の
、
運
命
で
あ
る
」
ざ
叫
ん
で
居
る
。
疑
も
な
〈
プ
y
チ
ヤ
ロ
I
ア
は
中
年
の
美
文
卒
者
ス
グ
デ
y
-一
コ
ブ
の
姿
に
於
て
『
文
亭
の
夕
』
か
ら
誠
刺
的
に
自
分
自
身
伝
導
き
出
し
た
、
ス
グ
♂
ア
サ
ノ
ニ
コ
ア
は
「
着
坐
す
る
ぜ
安
楽
椅
子
の
中
で
ま
る
で
固
着
し
た
か
又
は
眠
っ
た
か
の
裁
に
身
動
き
も
し
な
か
っ
た
、
時
々
冷
淡
な
限
を
上
げ
τ講
演
者
争
瞥
見
し
再
び
限
を
溶
し
た
、
見
た
所
彼
は
此
の
講
演
に
も
文
卒
に
も
又
一
般
に
自
身
の
周
回
の
総
て
の
人
々
に
濁
し
て
も
無
関
心
で
あ
っ
た
」
、
最
後
に
『
若
者
の
俄
悔
』
に
於
て
プ
シ
チ
ヤ
ロ
I
フ
は
オ
プ
ロ
モ
1
ア
の
形
態
を
得
た
の
は
周
囲
の
仲
間
を
観
察
し
一
九
四
た
結
果
た
る
の
み
な
ら
十
自
己
省
察
の
結
果
で
あ
る
さ
率
直
じ
閲
臥
し
て
居
る
J
ぞ
し
て
プ
ジ
チ
ヤ
ロ
1
7
は
初
舎
の
時
か
ら
他
人
に
オ
プ
ロ
1
モ
フ
然
た
る
印
象
台
輿
へ
て
居
っ
た
。
ア
ン
ド
ジ
エ
ロ
デ
・
グ
ク
ペ
Y
ナ
-
プ
イ
久
は
斯
く
の
如
く
に
し
て
小
説
家
の
外
貌
を
描
出
し
た
、
印
ち
「
中
式
で
頑
丈
で
歩
行
や
総
て
の
勤
作
が
緩
慢
で
無
頓
着
の
節
、
を
し
た
恰
も
疲
れ
き
っ
た
面
相
を
し
た
人
の
様
だ
彼
は
彼
の
周
回
に
馳
せ
廻
る
哀
れ
な
人
間
の
怪
し
い
活
勤
に
謝
し
て
会
〈
無
成
脱
却
の
様
で
あ
っ
た
」
さ
、
然
し
兎
に
角
プ
ン
チ
ヤ
ロ
1
ア
は
オ
プ
官
I
毛
ア
で
は
な
い
M
O
四
十
年
前
(
一
八
九
三
年
起
算
)
帆
般
に
乗
っ
て
世
界
周
航
を
企
委
す
る
た
め
じ
は
オ
プ
甘
1
モ
プ
を
聯
想
す
べ
く
依
り
に
大
な
る
決
心
を
要
し
た
。
我
々
は
プ
Y
チ
ヤ
ロ
1
7
が
自
分
の
小
説
-T
書
き
し
所
の
共
の
注
怠
深
き
ニ
ご
子
知
る
時
に
は
吾
人
の
限
に
は
オ
プ
ロ
1
毛
プ
は
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
I
ア
で
な
い
こ
さ
が
了
解
出
来
る
の
で
ゐ
る
。
そ
の
注
意
深
い
こ
さ
の
た
め
に
却
も
緩
慢
ご
な
り
世
人
が
彼
を
オ
プ
ロ
1
モ
ア
な
り
さ
疑
っ
た
の
で
あ
る
、
彼
の
怠
惰
は
質
際
に
於
て
恐
ろ
し
く
緊
張
し
、
た
智
的
労
作
の
ゐ
る
所
に
こ
れ
を
後
見
す
る
こ
ど
が
出
来
る
の
だ
。
勿
論
彼
の
著
作
の
総
計
は
左
程
大
で
は
な
い
、
彼
の
同
窓
ト
Y
グ
1
ニ
エ
ア
ご
七
入
四
l
一
入
四
五
)
や
ピ
セ
!
ム
デ
キ
I
(
一
入
ニ
O
l
一
入
入
で
有
名
な
作
家
、
文
率
上
の
活
動
は
肢
に
中
m
学
校
時
代
よ
り
始
ま
h
J
、
著
名
な
る
庭
女
作
ハ
ヤ
l
シ
ル
チ
I
ナ
I
は
小
説
『
A
民
族
の
領
地
』
で
蛍
時
有
力
な
る
一
雑
誌
『
旭
国
の
日
記
』
赴
に
て
採
用
さ
れ
し
も
結
婚
に
謝
し
格
外
の
白
白
思
想
あ
り
し
に
依
り
検
問
を
道
、
過
せ
子
、
そ
の
他
成
功
し
た
る
多
く
の
小
説
、
戯
曲
等
あ
り
)
、
ド
ス
ト
エ
グ
ス
キ
1
(
一
入
二
二
l
一
入
入
一
)
等
は
彼
よ
り
も
生
存
期
間
短
か
h
し
も
遂
に
彼
よ
b
も
多
作
し
た
。
然
し
そ
の
代
り
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
I
プ
の
抱
擁
の
如
何
に
民
大
で
あ
る
か
、
彼
の
三
忽
の
小
説
中
に
包
合
さ
る
〉
美
文
的
材
料
の
分
量
が
如
何
に
大
な
る
か
よ
。
玩
に
ぺ
l
y
y
只
キ
1
(
品
川
出
)
は
彼
に
就
い
て
臼
く
「
他
人
に
十
の
小
設
さ
な
る
所
の
も
の
は
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
y
に
於
て
は
一
つ
の
枠
中
に
荷
治
さ
れ
て
し
ま
ふ
」
さ
。
プ
ン
チ
ヤ
ロ
I
プ
に
は
大
き
に
於
て
第
二
流
の
作
イ
・
ア
・
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
フ
偲
口
聞
は
少
な
い
、
只
、
最
初
に
於
て
及
び
自
己
五
十
年
の
文
同
学
的
活
動
の
絡
に
於
て
、
郎
も
彼
が
全
幅
員
に
於
て
手
な
振
h
上
ぐ
る
前
ま
で
、
及
び
創
作
カ
の
干
上
っ
た
後
に
の
み
彼
は
少
数
の
短
篇
小
説
及
久
ケ
ツ
チ
の
類
ぞ
書
い
た
の
で
あ
る
。
主
家
の
問
に
も
炭
い
カ
ン
バ
ス
以
外
じ
は
宣
言
待
な
い
所
の
金
一
家
が
ゐ
る
設
に
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
7
も
正
に
其
等
の
類
中
の
一
人
で
あ
る
o
彼
の
小
説
中
の
如
何
な
る
も
の
も
非
常
に
大
な
る
庶
民
査
に
於
て
企
て
ら
れ
ぬ
も
の
は
な
い
。
'
如
何
な
る
も
の
も
露
間
同
生
活
の
み
一
時
代
及
会
一
川
削
減
?
蒋
潟
せ
ん
ご
努
力
し
な
い
も
の
は
な
い
。
再
説
、
反
復
に
陥
ら
な
け
れ
ば
‘
又
は
質
際
の
小
説
の
範
国
外
に
出
な
け
れ
ば
書
き
待
な
い
も
の
が
津
山
あ
る
。
印
も
著
者
自
身
が
目
撃
し
.
観
察
し
た
所
の
そ
の
こ
ご
の
み
を
描
寓
す
る
の
で
な
け
れ
ば
書
き
得
な
い
も
の
が
津
山
あ
る
o
雨
ア
ド
ク
エ
プ
に
於
て
、
オ
プ
ロ
I
モ
フ
に
於
て
、
ジ
ユ
ト
ク
y
y
ヅ
に
於
て
、
組
母
に
於
て
、
ゲ
エ
ラ
ー
さ
マ
Y
ヵ
、
グ
オ
Y
ホ
ヲ
に
於
て
プ
ン
チ
ヤ
ロ
l
プ
は
普
迩
な
ら
、
さ
る
緊
張
せ
る
綜
合
の
方
法
に
依
っ
て
、
伎
が
基
礎
的
の
も
の
ぎ
思
っ
た
所
一
九
五
商
業
さ
経
済
の
露
図
一
肱
舎
の
泌
氏
逮
の
彼
に
て
経
験
せ
ら
れ
た
時
代
の
そ
れ
等
総
て
の
性
格
の
特
徴
を
位
現
せ
し
め
た
。
細
か
い
こ
さ
の
描
勾
.
些
細
な
人
間
や
現
象
の
個
々
の
描
潟
は
、
其
壮
一
寸
の
も
の
が
小
説
会
慢
の
結
構
に
劉
し
必
姿
な
る
第
二
義
的
附
属
物
で
あ
る
場
人
口
伝
除
き
彼
の
得
怠
ご
す
る
所
で
は
な
か
っ
た
、
共
の
理
由
は
彼
の
天
才
が
解
剖
的
よ
り
は
寧
ろ
綜
合
的
性
質
を
よ
り
以
上
に
有
す
る
が
た
め
で
あ
る
、
間
半
に
そ
れ
故
に
彼
の
著
作
の
全
集
が
比
蚊
的
誇
張
る
も
の
で
な
い
の
で
あ
る
、
其
由
胞
に
何
等
オ
プ
ロ
l
モ
プ
的
の
ご
こ
ろ
は
な
〈
会
〈
ゴ
γ
チ
ヤ
ロ
1
プ
が
小
な
る
も
の
を
書
き
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
『
著
者
の
俄
悔
』
に
於
て
語
っ
て
臼
く
「
批
評
家
又
は
操
飢
家
ご
し
て
私
の
同
僚
に
尋
ね
た
の
は
「
無
盆
で
あ
っ
た
」
、
私
は
試
み
た
が
青
白
き
論
文
以
外
何
物
も
得
ら
れ
子
、
慣
れ
た
雑
誌
記
者
の
活
援
な
る
べ
y
に
負
け
た
」
さ
、
例
へ
ば
『
文
事
の
タ
』
じ
於
て
著
者
は
自
分
の
天
才
の
根
本
的
特
色
に
反
し
て
細
小
な
る
主
題
に
若
手
し
た
、
二
、
三
頁
を
除
き
で
は
比
較
的
カ
な
き
著
作
に
着
手
し
た
、
然
し
此
の
ゴ
ン
チ
ヤ
官
1
プ
も
『
苦
難
の
無
一
九
六
数
』
中
に
於
て
批
評
的
題
目
で
あ
っ
た
け
れ
ま
も
兎
に
角
大
な
る
題
目
『
智
よ
り
の
悲
哀
』
の
選
捧
に
着
手
し
た
時
に
は
確
か
に
大
な
る
も
の
が
得
ら
れ
た
。
小
な
る
ス
ケ
ッ
チ
類
に
於
て
は
小
数
頁
上
到
る
庭
に
そ
れ
を
創
作
的
活
動
力
の
よ
り
よ
さ
結
果
に
蹄
せ
ぎ
る
を
得
ゴ
る
程
そ
ん
な
に
才
智
、
趣
味
、
深
遠
な
思
想
、
透
徹
味
が
撒
布
さ
れ
て
居
る
。
ゴ
Y
チ
ヤ
ロ
1
7
の
小
説
出
生
の
有
様
を
知
る
時
は
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
7
さ
オ
プ
ロ
l
モ
プ
ご
の
問
に
於
け
る
類
似
の
黙
は
盆
々
不
蛍
の
こ
芝
、
お
な
る
。
プ
ロ
ペ
Y
(
一
入
二
一
ー
一
入
入
O
、
有
名
な
る
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
)
は
自
分
の
著
作
ぞ
熟
考
し
、
研
究
す
る
こ
εに
於
て
普
通
な
ら
ざ
る
深
き
注
意
に
依
り
て
一
般
に
鷲
侍
さ
れ
て
居
た
、
仕
事
に
於
け
る
よ
り
少
な
き
緊
張
の
債
に
て
ブ
ロ
ペ
Y
の
如
き
著
作
が
ゴ
y
チ
ヤ
ロ
1
7
に
得
ら
れ
た
か
疑
は
し
い
で
は
な
い
か
。
世
間
に
は
ヅ
ジ
チ
ヤ
ロ
1
7
は
初
め
小
設
を
書
き
後
十
年
休
息
す
る
さ
一
式
ふ
設
が
傍
播
し
て
居
た
、
然
し
こ
れ
は
確
買
な
設
で
は
な
い
。
小
説
が
世
に
出
る
ま
で
の
問
の
間
隔
は
仮
A
T
明
白
で
は
な
い
け
れ
ど
も
兎
に
角
緊
張
し
た
創
作
の
仕
事
で
充
満
さ
れ
て
居
た
。
『
オ
プ
ロ
!
モ
フ
』
は
一
入
五
九
年
に
世
に
出
た
。
然
し
一
入
四
七
年
『
ア
ピ
ク
ナ
グ
エ
ン
ナ
ヤ
ー
・
イ
ス
ト
1
y
ヤ
1
』
が
世
に
出
た
後
直
に
計
書
一
さ
.
フ
ロ
グ
ラ
ム
れ
て
段
取
書
の
中
に
素
描
さ
れ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
『
ォ
プ
Y
イ
プ
』
は
一
入
六
九
年
に
印
刷
出
版
さ
れ
た
、
然
し
そ
の
彬
念
、
個
々
の
場
面
、
人
物
性
格
の
特
徴
な
♂
こ
の
素
描
は
既
に
一
入
四
九
年
に
関
係
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
何
等
か
の
事
柄
が
構
想
ご
な
っ
て
吾
作
家
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
7
を
占
領
す
る
や
彼
は
直
に
個
々
の
指
誌
や
場
面
の
素
描
を
始
め
、
其
佐
一
す
を
自
分
の
知
人
に
読
み
聞
か
せ
た
、
総
て
の
事
柄
は
、
彼
が
遭
遇
す
る
所
の
総
て
の
人
に
立
見
合
吐
露
し
、
意
見
を
傾
掠
し
.
守
諭
し
た
程
ぞ
れ
程
ま
で
に
彼
を
充
満
せ
し
め
、
激
せ
し
め
た
、
そ
し
て
其
後
に
至
っ
て
綜
合
的
仕
事
に
着
手
し
た
。
時
々
印
刷
に
附
せ
ら
れ
3
へ
も
し
た
い
加
の
多
〈
の
完
結
せ
る
部
分
が
個
々
に
世
に
出
た
、
例
へ
ば
『
オ
プ
ロ
1
モ
ア
』
の
中
央
部
中
の
一
節
『
y
l
y
、
ォ
プ
ロ
1
モ
ヲ
』
(
叶
宮
島
g
B
O
町
O
E
0
5
0
3
は
全
部
の
小
説
が
世
に
出
る
十
年
前
イ
・
ア
・
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
フ
停
肢
に
出
版
3
れ
た
こ
入
四
九
年
「
現
代
人
』
の
周
解
暦
鋭
に
於
て
)
。
『
オ
プ
Y
イ
フ
』
中
の
断
片
は
会
小
説
が
世
に
視
は
る
、
入
年
前
玩
に
出
版
3
れ
た
。
し
て
そ
の
時
主
な
る
仕
事
は
「
頭
の
中
骨
歩
〈
ぺ
〈
し
縫
続
し
た
、
そ
し
て
非
常
に
好
奇
的
な
出
来
事
ー
そ
の
人
物
は
ヅ
シ
チ
ヤ
ロ
1
7
に
安
静
全
奥
へ
ぬ
、
豚
着
す
る
、
場
面
に
静
坐
す
る
」
「
私
は
そ
の
人
物
の
曾
話
の
断
片
を
聞
き
、
そ
し
て
私
は
こ
れ
を
案
出
す
る
の
で
は
な
く
犯
の
周
囲
の
窓
気
中
に
総
て
こ
れ
が
漂
っ
て
居
て
、
私
は
只
そ
れ
を
目
別
て
洞
察
す
れ
ば
足
れ
る
設
に
往
々
岡
山
は
れ
る
」
ご
、
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
1
7
は
術
も
一
去
っ
て
居
る
、
此
の
事
貨
の
総
て
の
意
味
を
-
評
債
す
る
た
め
に
は
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
I
フ
が
決
し
て
紳
経
質
な
ん
祝
賀
で
な
き
こ
ご
¥
極
め
て
卒
静
な
る
気
質
で
あ
る
こ
さ
が
』
考
慮
中
に
取
り
入
る
、
必
要
が
あ
る
o
ド
ス
ト
エ
グ
ス
キ
ー
に
於
て
は
斯
ぐ
の
如
き
幻
箆
が
彼
の
有
せ
し
多
く
の
病
的
現
象
中
の
一
な
hJ
し
な
ら
ん
も
、
プ
シ
チ
ヤ
ロ
1
プ
に
於
て
は
そ
れ
は
彼
に
て
創
迩
せ
ら
れ
た
人
物
に
著
者
会
普
、
過
な
ら
、
ざ
る
カ
強
3
で
肢
搾
し
付
け
し
結
果
で
あ
る
。
ぞ
れ
等
の
人
物
一
丸
七
商
業
さ
経
湾
は
l
著
作
共
の
も
の
が
彼
の
た
め
に
は
第
二
義
的
の
も
の
ご
な
っ
て
し
ま
っ
た
程
そ
れ
程
迄
に
、
彼
に
依
っ
て
こ
の
上
も
な
く
精
細
に
熟
慮
さ
れ
て
出
来
上
っ
た
の
で
あ
る
、
数
年
か
、
っ
て
彼
は
自
分
の
小
説
合
熟
考
し
た
が
、
い
ぎ
書
く
時
に
な
る
さ
そ
れ
を
数
周
問
で
書
き
上
げ
た
、
例
へ
ば
『
オ
プ
官
I
モ
フ
』
の
第
二
篇
金
陸
は
マ
ソ
エ
シ
バ
!
ド
(
ポ
へ
ミ
ヤ
に
在
る
温
泉
場
、
住
民
二
0
0
0
.
ア
Y
カ
7
、
銭
分
、
茨
素
、
を
合
有
す
、
気
象
士
一
宮
あ
り
、
一
五
0
0
0
人
の
病
者
往
来
す
、
一
九
一
O
版
バ
ク
レ
シ
コ
ブ
百
科
鮮
血
ハ
に
撲
る
)
に
滞
在
中
五
周
問
で
書
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
プ
シ
チ
ヤ
ロ
1
7
は
そ
れ
を
机
か
ら
離
れ
も
せ
歩
、
休
息
も
せ
歩
し
て
書
い
た
。
オ
プ
ロ
1
モ
プ
に
聾
す
る
様
な
想
像
を
普
通
に
f
y
チ
ヤ
ロ
I
プ
に
も
す
る
が
そ
れ
は
斯
く
の
如
き
結
よ
b
し
て
全
く
茨
れ
る
見
解
で
あ
る
こ
ご
が
剣
明
す
る
。
彼
自
身
を
係
件
付
け
た
彼
の
個
性
の
宜
際
の
基
礎
ざ
彼
の
創
作
カ
の
全
進
行
さ
は
全
く
無
成
心
な
る
こ
ご
で
は
な
く
彼
の
気
質
の
均
衡
の
さ
れ
て
居
る
こ
さ
で
あ
る
。
決
し
て
無
頓
者
で
な
い
プ
ン
チ
ヤ
ロ
1
一
九
八
プ
は
精
一
別
的
遅
鈍
か
ら
新
〈
の
如
く
自
身
の
成
情
に
於
て
釣
合
が
取
れ
て
居
な
い
の
で
は
な
い
、
会
く
周
回
に
怒
る
時
事
に
蛍
し
洗
忠
的
に
平
静
で
あ
る
態
皮
が
斯
く
の
如
き
天
性
の
組
織
的
特
質
で
あ
り
又
如
何
な
る
方
面
印
も
苔
き
方
へ
も
惑
し
き
方
へ
も
熱
中
す
る
総
て
の
傾
向
合
除
外
す
る
さ
一
式
ふ
甲
}
ご
に
依
っ
て
カ
シ
ラ
い
あ
る
.
こ
れ
が
彼
ケ
客
観
的
小
説
の
頭
領
に
し
た
の
で
あ
る
、
践
に
ぺ
1
7
Y
ス
キ
ー
が
『
ア
ピ
ク
ナ
グ
エ
ジ
ナ
ヤ
!
・
イ
只
ト
1
y
ヤ
!
』
の
著
者
に
就
い
て
一
去
っ
た
、
印
も
「
著
者
に
は
彼
に
て
創
遣
さ
る
3
人
物
に
劉
し
変
も
な
け
れ
ば
恰
認
も
な
い
、
彼
等
は
彼
舎
喜
ば
せ
も
し
な
け
れ
ば
怒
ら
せ
も
し
な
い
、
彼
は
彼
等
に
も
読
者
に
も
何
等
の
徳
義
的
な
殺
課
を
奥
へ
な
い
、
彼
は
恰
も
不
幸
な
人
は
そ
の
人
に
責
任
が
あ
る
の
だ
さ
思
っ
て
居
る
様
だ
、
し
て
私
の
知
っ
た
こ
さ
で
は
な
い
ぎ
考
へ
て
る
誌
だ
」
さ
o
こ
れ
等
の
一
一
一
一
口
莱
を
純
文
率
的
特
質
の
も
の
ご
児
倣
す
わ
け
に
は
行
か
ぬ
、
ぺ
l
y
y
ス
キ
ー
が
『
ア
ぜ
ク
ナ
グ
エ
ン
ナ
ヤ
・
イ
ス
ト
ー
リ
ヤ
l
』
に
就
い
て
評
論
を
書
い
た
時
に
は
彼
は
そ
の
著
者
さ
懇
親
的
に
知
己
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
私
人
的
曾
誌
に
於
て
永
久
に
烈
し
く
吹
く
評
論
家
は
無
頓
着
な
る
こ
さ
に
謝
し
て
さ
び
か
、
っ
て
云
っ
た
、
印
ち
「
君
に
は
高
事
同
じ
事
だ
」
「
一
ニ
文
の
佐
も
な
い
奴
、
馬
鹿
者
、
不
具
者
、
又
は
優
雅
な
善
良
な
人
に
出
合
へ
ば
総
て
を
一
様
に
描
寓
す
る
」
印
ち
「
誰
に
制
到
し
で
も
愛
も
な
け
れ
ば
恰
惑
も
な
い
」
ざ
、
彼
は
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
I
プ
に
一
去
っ
た
、
気
質
の
均
衡
の
さ
れ
て
居
る
こ
ぜ
か
ら
勿
論
直
接
に
湧
出
す
る
生
活
の
理
想
の
卒
均
の
さ
れ
て
居
る
こ
さ
に
濁
し
て
ぺ
1
y
y
ス
キ
ー
は
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
1
フ
を
「
濁
逸
人
」
で
「
官
・
実
」
だ
ご
呼
ん
だ
。
ヅ
ン
チ
ヤ
ロ
1
ア
の
気
質
の
研
究
の
た
め
の
よ
さ
源
泉
的
材
料
は
『
プ
レ
ガ
ト
・
バ
ル
て
フ
I
ダ
』
で
あ
ら
う
、
そ
れ
は
九
二
ヶ
年
間
の
彼
の
精
紳
的
生
活
の
日
記
で
あ
る
、
そ
の
二
年
間
は
最
も
少
な
き
卒
百
の
扶
態
で
過
ご
さ
れ
た
口
書
中
所
々
に
散
在
せ
る
熱
帯
地
方
の
自
然
の
光
景
は
l
例
へ
ば
亦
道
下
に
太
陽
の
沈
h
u
時
卓
越
せ
る
描
潟
に
於
て
異
に
目
?
肢
ま
す
程
の
美
し
さ
ま
で
に
高
め
ら
れ
て
居
る
、
然
し
如
何
な
る
美
か
9
4
静
で
荘
厳
だ
、
そ
れ
守
描
寓
す
る
た
め
に
著
イ
・
ア
・
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
フ
停
者
は
平
で
、
静
な
、
そ
し
て
悲
哀
の
な
い
腹
認
の
範
図
外
に
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
。
烈
怖
の
美
、
暴
風
の
詩
は
全
く
プ
ン
チ
ヤ
ロ
1
7
の
筆
に
は
及
び
難
い
も
の
で
あ
っ
た
、
パ
Y
ラ
!
グ
践
が
印
度
洋
を
航
し
て
居
た
時
暴
風
が
「
総
て
の
形
で
」
爆
裂
し
た
。
自
然
の
か
様
な
、
法
ろ
し
い
な
が
ら
も
偉
大
な
現
象
は
プ
シ
チ
ヤ
ロ
I
ア
が
こ
れ
を
書
く
こ
さ
を
欲
す
る
で
あ
ら
う
さ
自
然
に
思
っ
た
所
の
同
行
者
は
彼
営
甲
板
上
に
呼
び
出
さ
ん
ざ
し
た
、
然
し
彼
は
船
室
の
少
し
静
な
場
所
中
の
一
ケ
所
に
依
快
気
に
坐
し
.
て
居
て
暴
風
を
見
る
こ
ご
さ
へ
も
欲
し
な
か
っ
た
。
ぞ
れ
故
無
理
に
甲
板
上
に
引
き
出
さ
れ
た
。
船
長
は
「
如
何
な
る
先
景
で
あ
る
よ
」
さ
彼
か
ら
歓
喜
さ
讃
美
の
言
葉
を
問
く
ぺ
〈
珠
期
し
な
が
ら
彼
に
問
ふ
た
、
「
醜
悪
、
混
乱
」
さ
彼
は
矢
口
へ
た
、
彼
は
主
ざ
し
て
「
ぴ
し
ょ
ぬ
れ
の
ま
、
加
室
に
去
っ
て
靴
や
衣
物
を
替
ヘ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
さ
に
気
を
さ
ら
れ
て
居
た
」
。
若
し
『
ア
レ
ガ
ト
・
バ
ぞ
プ
I
グ
』
か
ら
総
じ
て
自
然
美
の
描
潟
に
捧
げ
ら
れ
た
る
こ
十
百
八
を
除
去
す
る
な
ら
ば
殆
ん
ぜ
日
常
の
浮
世
的
観
察
の
二
容
が
得
ら
る
〉
九
九
商
業
・
芯
経
湾
叶
L
で
お
ら
う
、
彼
は
喜
望
峰
じ
於
七
、
ジ
シ
グ
ポ
I
Y
に
於
て
、
ジ
ヤ
バ
じ
於
て
、
日
本
に
於
て
、
到
る
庭
で
殆
ん
ピ
濁
特
に
日
々
の
生
活
の
小
事
や
浮
世
給
的
型
の
事
じ
興
味
念
持
つ
尤
居
た
υ
会
英
図
を
戚
勤
せ
し
め
た
J
へ
y
y
y
グ
ト
y
↓
公
の
葬
式
の
日
に
彼
は
偶
々
ロ
ン
ド
ジ
に
在
っ
た
、
彼
は
「
官
シ
ド
シ
が
此
の
常
な
ら
ぬ
朕
態
か
ら
股
し
普
、
過
の
生
活
を
始
む
る
翌
日
が
待
た
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
」
、
「
多
く
の
人
は
か
様
な
普
、
通
な
ら
ぎ
る
場
合
を
見
て
面
白
〈
戚
じ
た
か
も
知
れ
な
い
」
が
彼
は
此
の
際
総
て
の
現
象
に
於
て
「
混
乱
の
散
」
そ
認
め
た
、
「
然
し
私
に
は
明
日
の
卒
日
が
微
笑
し
た
」
さ
彼
は
云
っ
た
。
ま
た
同
様
に
「
可
成
り
卒
気
で
」
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
7
は
只
、
珍
し
い
物
の
E
大
な
コ
レ
ク
ジ
ョ
ン
ご
智
識
の
調
象
物
さ
を
見
る
必
要
の
み
を
自
党
し
て
英
凶
博
物
館
に
他
人
の
後
か
ら
つ
い
て
行
っ
た
」
、
然
し
彼
舎
制
し
難
く
「
銅
山
て
の
物
が
街
に
引
き
付
け
た
」
「
曾
て
経
験
せ
ら
れ
ぎ
る
喜
慌
を
以
て
」
ゴ
ン
チ
ヤ
官
1
7
は
語
っ
て
居
る
「
私
は
総
て
の
も
の
に
見
入
っ
た
、
庇
々
に
立
ち
寄
っ
た
、
家
々
ef
覗
き
込
ん
だ
、
郭
外
に
行
っ
た
、
市
場
-一0
0
じ
行
っ
た
‘
総
て
の
群
集
ケ
見
た
、
逢
ふ
人
を
各
人
別
々
に
見
た
、
久
プ
イ
シ
ク
只
さ
方
尖
碑
診
見
れ
ば
見
る
程
私
は
十
字
路
に
始
終
立
っ
て
二
入
の
英
図
人
が
出
合
っ
て
初
め
は
相
互
に
手
を
椀
ぎ
取
る
様
に
し
、
後
に
相
互
に
健
康
を
尋
ね
合
ひ
‘
相
互
に
安
全
を
希
望
し
令
ふ
の
を
見
る
の
が
好
き
に
な
る
。
一
一
人
の
料
理
女
が
一
局
に
小
さ
な
館
営
負
っ
て
衝
突
し
た
り
、
河
の
如
く
果
し
の
な
い
こ
係
、
三
僚
の
馬
車
が
-
疾
走
す
る
の
や
、
其
の
中
か
ら
一
つ
の
馬
車
が
真
似
の
出
来
ぬ
敏
捷
さ
を
以
て
他
の
も
の
舎
追
ひ
抜
い
て
他
の
も
の
、
中
に
再
び
一
絡
に
な
る
の
や
、
歩
道
か
ら
警
官
が
手
を
患
げ
る
や
否
や
此
の
総
て
の
僚
が
忽
に
遜
る
の
を
好
奇
心
を
以
て
見
る
。
居
酒
屋
や
劇
場
や
某
他
到
る
庭
で
如
何
に
又
何
が
結
局
き
る
k
h
か
、
如
何
に
人
々
が
興
が
っ
て
居
る
か
、
何
争
喰
ひ
、
何
ぞ
飲
ん
で
居
る
か
熱
心
に
視
る
」
さ
云
っ
て
居
る
。
プ
シ
チ
ヤ
ロ
I
プ
の
文
腔
l
こ
れ
が
倫
彼
の
性
格
の
特
徴
に
鵠
し
て
特
質
を
表
は
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
驚
く
程
非
難
す
る
所
の
な
い
様
に
流
暢
軽
快
平
滑
で
あ
る
、
彼
の
文
陸
に
於
て
は
ピ
セ
I
ム
ス
キ
ー
(
前
出
γ
の
色
彩
の
あ
る
文
字
は
な
い
、
一
又
ド
ス
ト
エ
グ
λ
キ
1
の
手
蛍
b
次
第
の
表
現
の
紳
経
質
的
の
堆
績
は
な
い
。
コ
ン
チ
ヤ
ロ
1
7
時
代
は
図
形
で
あ
る
、
文
宰
構
成
法
の
方
則
に
依
っ
て
建
て
ら
れ
て
居
る
、
そ
し
て
紳
経
質
の
作
家
の
如
く
伎
に
は
自
身
の
文
牢
構
成
法
が
な
い
、
自
分
の
文
法
が
な
い
、
彼
の
ベ
ア
ン
プ
文
位
は
常
に
同
一
の
勢
節
を
保
持
し
て
居
る
、
念
激
に
な
ら
歩
、
緩
慢
に
な
ら
子
、
悲
憤
に
も
不
満
に
も
突
き
蛍
ら
や
J
に
。
こ
れ
は
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
1
7
の
創
作
カ
が
総
て
客
観
的
で
あ
る
採
に
「
客
観
的
」
の
文
憾
で
占
の
る
。
議
術
的
静
寂
.
「
混
乱
」
に
劃
す
る
嫌
悪
ー
を
修
に
封
し
無
趣
味
の
迩
み
の
大
な
る
蓄
積
以
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
ー
プ
の
型
が
彼
の
文
準
的
同
時
代
の
人
々
の
他
の
代
表
者
で
創
造
せ
ら
れ
た
型
の
列
に
単
調
に
立
っ
て
居
る
こ
さ
に
蹄
せ
玄
る
を
得
な
い
。
ネ
グ
ラ
I
Y
7
ご
入
二
一
1
l
i
七
七
.
優
秀
な
詩
人
)
の
『
+
ノ
I
ジ
ャ
ー
の
生
人
会
、
Y
デ
イ
ヌ
イ
、
-
フ
ク
レ
ヲ
キ
l
、
η
ノ
ト
ク
グ
イ
、
此
等
は
世
界
ケ
疾
走
し
廻
る
・
イ
・
ア
・
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
フ
停
自
分
に
五
大
な
仕
事
を
捜
す
:
:
・
，
総
て
こ
れ
は
!
理
想
さ
現
買
の
運
命
の
相
会
は
ぎ
る
こ
ご
ω犠
牲
l
気
に
入
っ
た
活
動
ケ
自
分
に
捜
す
運
命
の
不
可
能
の
犠
牲
だ
、
然
し
総
て
こ
れ
は
そ
れ
ご
同
時
に
自
分
の
時
代
の
精
一
別
的
自
究
の
頂
上
に
立
っ
て
居
る
人
、
小
数
者
、
一
去
は
い
普
、
過
な
ら
、
ざ
る
人
々
で
そ
れ
等
の
人
々
さ
列
ん
で
普
、
惑
の
人
も
存
在
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
む
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
1
7
は
ア
ド
ク
エ
フ
の
姿
に
於
て
最
後
の
も
の
を
自
分
の
最
初
の
小
説
に
描
出
す
べ
く
決
心
し
た
、
然
し
小
数
者
に
も
少
し
も
反
劃
し
た
も
の
ご
し
て
い
は
な
く
、
性
念
に
で
は
な
〈
新
し
き
潮
流
に
会
館
す
る
所
の
人
々
ご
し
て
描
出
す
ぺ
く
決
心
し
た
。
『
ァ
ピ
ク
ナ
グ
エ
シ
ナ
ヤ
・
イ
久
ト
1
7
ヤ
I
』
の
著
者
の
此
の
根
本
的
企
去
に
関
し
て
永
く
一
つ
の
重
大
な
誤
解
が
彼
ケ
厭
比
し
て
居
た
、
プ
シ
チ
ヤ
ロ
1
プ
の
文
率
的
活
動
に
劃
し
て
殆
ん
吉
会
批
評
家
は
老
い
た
る
ア
ド
ク
エ
フ
の
「
肯
定
」
に
劃
す
る
に
疑
の
目
を
以
で
し
た
、
『
北
方
の
蜜
蜂
』
(
前
出
)
さ
ヘ
一
入
四
七
年
『
ア
ピ
ク
ナ
グ
エ
ン
ナ
ヤ
・
イ
久
ト
1
9
ヤ
I
』
?
ニ
O
商
業
さ
経
済
考
究
し
て
官
位
あ
る
伯
父
の
狭
き
経
歴
の
児
解
か
ら
理
想
を
保
護
す
る
た
め
に
数
ヰ
一
一
口
を
費
す
必
裂
を
認
め
た
。
一
般
に
護
者
も
批
評
家
も
ア
ド
ク
ヱ
フ
診
川
ム
I
Y
ブ
よ
b
少
し
く
上
に
置
い
た
ご
云
ふ
こ
さ
が
出
来
る
。ゴ
シ
チ
ヤ
甘
1
ア
の
著
者
の
般
傍
「
y
l
チ
ジ
エ
1
・
ポ
グ
ド
ノ
1
・
チ
エ
ム
・
ニ
カ
グ
グ
I
』
(
目
立
門
q
E
o
岳
山
口
Z
2
2
)
は
こ
の
解
明
梓
さ
一
致
し
て
居
る
。
著
者
の
明
白
な
る
開
阪
に
依
れ
ば
彼
は
老
い
た
る
ア
ド
ク
エ
ア
の
姿
に
於
て
「
会
ロ
ジ
ア
の
沈
滞
さ
闘
ふ
た
め
に
労
働
の
必
要
、
本
営
の
、
お
き
ま
り
の
で
な
い
、
生
き
た
仕
事
の
必
要
で
あ
る
さ
云
ふ
白
血
河
の
第
一
の
閃
き
」
を
一
一
一
口
ひ
表
さ
ん
さ
欲
し
た
」
ど
、
「
甥
ご
伯
父
さ
の
争
闘
に
於
て
常
時
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
古
き
理
解
ご
性
格
の
破
壊
、
成
情
的
な
る
こ
ど
、
友
情
や
愛
の
戚
の
漫
霊
的
増
大
、
安
逸
の
詩
.
伎
の
、
実
際
に
は
な
い
成
情
の
家
族
ご
家
庭
さ
の
虚
偽
、
訪
問
の
た
め
や
不
必
要
な
客
好
過
の
た
め
に
費
す
時
間
の
空
費
、
其
他
二
一
員
に
し
て
云
へ
ば
古
き
性
格
の
総
て
の
安
逸
的
、
宗
一
想
的
、
見
栄
坊
的
な
方
面
が
反
映
し
二
O
ニ
た
、
総
て
こ
れ
は
時
勢
に
遅
れ
て
居
た
、
離
れ
て
居
ソ
ラ
ヤ
タ
た
、
新
し
い
天
映
、
何
等
か
の
禁
酒
的
の
、
事
務
的
の
必
誕
な
所
の
も
の
k
h
微
弱
な
る
閃
先
が
視
は
れ
て
居
た
Q
第
一
の
も
の
郎
ち
古
き
も
の
は
甥
の
人
物
中
に
は
皆
無
で
、
第
二
の
も
の
印
ち
仕
事
、
労
働
、
智
識
の
必
誕
の
正
気
の
白
見
は
伯
父
に
於
て
表
現
さ
れ
て
居
た
」
.
例
へ
ば
ア
ド
ク
ヱ
ア
は
工
場
を
経
持
す
る
、
「
官
時
こ
う
云
ふ
こ
之
は
稀
有
の
こ
さ
で
地
主
ご
し
て
は
殆
ん
ど
卑
し
い
行
銭
ご
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
o
私
は
そ
の
工
場
を
世
襲
財
産
ざ
し
で
所
有
し
こ
れ
ケ
他
人
に
賃
貸
し
て
年
支
を
取
っ
て
居
る
そ
う
云
ふ
様
な
貴
族
の
工
場
主
の
事
守
一
エ
ふ
の
で
は
な
い
。
秘
密
相
談
役
(
顧
問
)
達
が
決
心
し
粂
ね
た
の
だ
.
階
級
が
詐
さ
な
か
っ
た
の
だ
、
商
人
ご
一
玄
ふ
身
分
が
喜
ば
れ
な
か
っ
た
の
だ
」
。
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
!
プ
の
た
め
に
此
の
弱
者
な
抑
制
特
な
「
仕
事
」
及
び
「
仕
事
の
出
来
る
性
格
」
の
接
近
に
は
極
々
な
考
へ
方
を
以
て
謝
す
る
こ
ぜ
が
出
来
る
、
然
し
彼
の
考
察
は
非
常
に
深
遠
で
ゐ
る
こ
ど
争
認
め
な
い
わ
け
に
は
行
か
ぬ
。
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
7
の
功
績
又
は
特
異
な
る
ご
こ
ろ
は
彼
が
彼
の
急
激
な
る
同
輩
が
平
凡
の
み
を
看
取
し
た
所
の
そ
の
範
国
↓
内
に
於
て
一
腔
合
一
般
的
の
気
分
の
後
建
港
化
合
観
察
し
た
ご
云
ふ
・
}
ご
に
あ
る
、
彼
等
は
天
容
を
昆
た
、
然
し
プ
ン
チ
ヤ
ロ
1
7
は
最
も
注
意
深
き
方
治
で
地
上
に
児
人
っ
た
、
就
中
最
後
の
も
の
に
依
っ
て
『
ア
ピ
ク
ナ
グ
エ
シ
ナ
ャ
・
イ
ス
ト
ー
リ
一
ヤ
l
』
の
浮
世
的
な
部
分
が
秀
で
》
居
る
、
国
合
か
ら
若
き
ア
ド
ク
エ
ア
が
出
遣
し
た
こ
ご
、
下
男
で
気
高
き
食
客
ア
ジ
ト
シ
・
イ
ワ
1
ノ
ピ
ッ
チ
ユ
や
、
槌
や
乱
暴
な
罵
告
で
の
み
自
分
の
愛
ケ
表
現
す
ぺ
く
才
能
の
あ
る
女
中
頭
の
ア
グ
ラ
ブ
エ
ナ
な
ど
総
て
そ
れ
は
決
し
て
自
己
償
佐
佐
犬
は
ぬ
所
の
潟
貫
主
義
の
美
事
な
給
日
開
で
あ
る
、
そ
れ
は
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
l
プ
が
そ
の
智
的
限
昨
を
特
別
な
興
味
?
以
て
大
多
数
の
生
活
現
象
の
上
に
留
め
た
申
}
さ
に
特
に
依
る
の
で
あ
る
。
普
通
な
ら
や
J
明
か
な
め
汁
世
絵
的
色
彩
が
最
も
優
秀
.
な
ゴ
Y
チ
ヤ
ロ
1
フ
の
小
説
の
よ
り
善
き
部
分
を
形
成
し
て
居
る
、
然
し
著
者
は
な
ん
で
も
か
ん
で
も
オ
プ
ロ
1
モ
ア
主
義
に
於
て
計
く
望
は
少
し
も
持
っ
て
居
な
い
、
場
面
の
如
何
な
る
悶
々
に
も
よ
り
濃
厚
な
イ
・
ア
・
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
1
フ
惇
又
よ
り
明
る
い
色
彩
は
置
か
れ
て
居
な
い
、
一
様
に
照
さ
れ
て
ぞ
の
光
景
は
生
き
て
居
る
様
、
に
驚
く
べ
き
程
に
考
へ
付
か
れ
た
詳
細
の
総
て
の
隆
起
に
於
て
見
物
人
の
前
に
立
っ
て
居
る
、
Mmし
蛍
時
オ
プ
ロ
1
モ
ア
の
惹
起
し
た
印
象
成
勤
の
源
因
は
こ
れ
等
の
叙
事
の
完
全
な
る
こ
ご
で
は
な
か
っ
た
、
そ
の
成
功
の
秘
訣
は
ク
ソ
ミ
ヤ
戦
役
こ
入
五
三
l
一
入
五
六
、
露
、
土
問
の
戦
争
)
後
に
直
ち
に
総
き
来
れ
る
数
年
が
特
徴
付
け
ら
る
〉
所
の
嫌
忌
す
ぺ
き
過
去
さ
の
総
て
の
関
係
を
切
断
せ
ん
ご
す
る
そ
の
熱
心
な
、
一
致
せ
る
希
望
に
於
け
る
そ
の
時
代
の
欣
態
に
於
て
い
Y
あ
っ
た
、
我
々
の
無
戚
貨
の
明
か
な
描
認
が
必
要
で
あ
っ
た
、
我
が
改
革
前
の
無
気
力
さ
沈
滞
の
表
現
の
た
め
に
名
務
F
務
呼
の
方
法
)
が
必
要
で
あ
っ
た
、
そ
し
て
そ
れ
は
ド
プ
ロ
y
ユ
タ
ポ
ブ
(
一
入
三
六
!
一
入
六
一
、
評
論
家
.
所
謂
潟
貫
主
義
一
淑
の
評
論
家
に
屈
す
、
彼
の
論
文
は
多
く
『
現
代
人
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
、
著
作
集
四
忽
ゐ
h
)
が
名
裕
含
自
分
の
有
名
な
論
文
「
オ
プ
ロ
I
モ
フ
ジ
チ
ナ
1
(
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
l
フ
の
小
説
『
オ
プ
ロ
I
モ
フ
』
の
主
人
公
オ
プ
ロ
I
モ
プ
ニ
O
三
蹄
栄
之
経
済
よ
b
引
用
せ
ら
れ
沈
滞
、
無
成
脱
却
、
頑
冥
を
表
す
術
誌
で
純
露
図
人
の
腹
想
的
怠
惰
者
の
型
企
表
現
す
る
も
の
)
さ
は
何
か
』
に
於
て
簡
短
且
明
瞭
に
一
式
ひ
表
す
や
否
や
直
に
そ
の
名
活
は
一
般
的
の
常
用
に
這
入
っ
た
Q
同
時
代
の
詮
明
に
は
確
然
ご
凡
て
の
人
が
自
身
の
中
に
「
オ
プ
ロ
1
モ
ブ
ジ
チ
ナ
」
の
元
素
を
者
出
す
こ
芯
仁
導
か
れ
て
居
た
、
総
て
の
人
に
我
が
赴
合
組
織
の
不
完
全
の
説
明
が
後
見
さ
れ
、
総
て
の
人
が
恐
怖
を
抱
い
て
プ
シ
チ
ヤ
ロ
1
プ
の
小
説
の
主
人
公
の
如
〈
左
様
に
無
盆
に
、
不
名
容
に
生
活
の
閲
場
守
通
過
す
ぺ
く
配
長
か
ら
競
争
背
げ
た
殺
に
思
は
れ
た
、
総
て
の
人
は
自
分
の
中
に
此
の
類
似
の
総
て
の
跡
を
根
絶
す
ぺ
〈
誓
っ
た
。
オ
プ
ロ
1
モ
ブ
の
反
響
性
格
者
ご
し
て
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
!
ア
は
濁
迩
人
ジ
ユ
ト
I
Y
Y
ヅ
を
引
き
出
し
た
。
自
分
の
『
著
者
の
俄
悔
』
に
於
て
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
7
は
ジ
ユ
ト
l
y
y
y
は除、・
9
手
際
よ
く
出
来
な
か
っ
た
ご
自
白
し
た
、
「
ジ
ユ
ト
!
?
y
ツ
の
型
は
青
白
く
、
買
際
的
で
な
〈
、
生
々
し
て
居
ら
ぬ
、
単
な
る
想
像
に
過
ぎ
な
い
と
さ
云
ふ
て
居
る
。
想
像
ー
そ
の
代
表
者
が
ジ
ユ
ト
I
y
y
y
で
ニ
O
四
あ
る
所
の
想
像
は
不
具
で
あ
る
こ
さ
会
附
言
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
‘
自
分
の
運
命
の
建
設
者
を
理
想
に
建
て
、
は
な
ら
ぬ
。
総
て
の
繊
細
な
成
見
の
あ
る
女
l
疑
も
な
く
そ
の
様
な
女
で
あ
っ
台
所
の
オ
y
が
の
設
な
総
て
の
繊
細
な
成
先
の
あ
る
女
は
i
オ
プ
ロ
1
モ
プ
の
怠
惰
に
於
て
ジ
ユ
ト
1
7
y
ツ
の
無
盆
な
、
自
家
満
足
な
俗
物
た
る
こ
さ
に
於
て
よ
り
も
最
も
熱
烈
な
愛
の
債
値
あ
る
百
倍
も
多
く
の
心
的
財
賓
が
あ
る
ア
一
式
ふ
こ
ぎ
を
多
分
認
識
す
る
こ
さ
が
出
来
る
で
あ
ら
三
ノ
。
〔
オ
プ
ロ
I
モ
フ
』
ど
『
オ
プ
Y
イ
プ
』
さ
が
世
に
出
た
距
離
に
は
十
年
の
隔
が
ゐ
る
.
印
ち
『
オ
プ
ロ
モ
1
7
』
は
『
オ
プ
Y
イ
ブ
』
よ
り
十
年
先
に
世
に
現
れ
た
(
誇
者
註
l
『
オ
プ
ロ
I
モ
プ
』
は
一
八
五
九
年
出
版
.
『
ォ
プ
Y
イ
フ
』
は
一
入
六
九
年
出
版
さ
る
)
、
然
し
赴
合
上
の
連
中
の
集
令
に
於
て
は
此
の
短
期
間
中
に
恐
ろ
し
き
愛
化
が
起
っ
た
、
倣
慢
に
、
偉
大
に
露
閣
の
一
枇
食
生
活
の
舞
去
上
に
新
し
き
時
代
人
が
登
場
し
て
来
た
、
三
、
四
年
の
問
に
逝
去
さ
の
総
て
の
連
鎖
が
切
断
せ
ら
れ
た
、
以
前
の
和
令
一
致
か
ら
は
少
し
の
跡
も
残
ら
な
か
っ
た
、
一
肱
合
思
想
は
相
互
に
何
等
か
の
一
般
的
の
も
の
を
持
?
}
ご
-T
欲
し
な
か
っ
た
所
の
、
威
嚇
や
、
重
き
罪
や
、
児
誼
に
て
交
換
せ
ら
れ
た
所
の
鋭
き
敵
意
あ
る
流
に
分
か
た
れ
た
。
ほ
ん
の
近
頃
迄
進
歩
の
運
搬
者
&
以
て
任
じ
て
居
た
所
の
時
代
人
は
会
〈
拭
ひ
去
ら
れ
た
、
印
も
そ
の
面
に
陳
腐
、
時
勢
後
れ
、
又
は
退
歩
3
ヘ
に
於
て
非
難
を
投
げ
付
け
ら
れ
た
、
ぜ
の
著
し
く
不
蛍
な
る
非
難
に
て
呼
び
越
さ
れ
た
念
怒
は
甚
だ
大
で
あ
っ
た
-
}
ご
は
知
れ
き
っ
た
こ
さ
で
あ
る
。
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
7
は
決
し
て
先
駆
者
の
分
子
に
は
接
近
し
な
か
っ
た
、
彼
の
同
議
が
奴
隷
廃
止
の
た
め
、
誠
貨
な
傾
向
の
自
由
の
た
め
、
「
貧
者
」
の
権
利
の
た
め
、
「
彼
等
芭
悲
哀
」
の
詩
の
た
め
に
十
字
架
に
打
ち
付
け
ら
れ
た
時
に
彼
は
「
客
観
的
」
小
設
を
書
い
た
、
然
し
そ
れ
に
依
っ
て
彼
は
『
ォ
プ
Y
イ
プ
』
に
て
「
父
逮
」
さ
「
小
供
達
」
ご
の
問
の
争
論
に
干
渉
し
た
時
最
も
少
な
〈
寛
容
に
傾
い
て
居
た
、
激
怒
は
プ
ン
チ
ヤ
ロ
1
7
守
し
て
平
静
に
於
て
様
は
っ
て
居
た
所
の
彼
の
カ
の
一
部
を
f
犬
は
し
め
た
。
『
オ
プ
Y
イ
フ
』
は
そ
の
内
に
多
〈
の
個
々
の
俊
イ
・
ア
・
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
フ
惇
一
秀
な
掃
話
守
合
有
し
て
居
る
、
然
し
一
般
に
於
て
は
そ
れ
は
ゴ
Y
チ
ヤ
ロ
1
プ
の
小
説
中
最
も
不
成
功
の
も
の
で
あ
る
、
「
小
供
等
」
に
近
き
範
囲
内
に
於
て
は
『
オ
プ
Y
イ
プ
』
を
見
る
こ
ご
恰
も
者
き
時
代
人
に
濁
す
る
時
事
論
文
を
見
る
様
で
あ
っ
た
、
「
父
に
」
返
さ
範
固
に
於
て
は
そ
れ
ご
反
割
に
マ
y
h
v
'
、
グ
オ
ロ
ホ
!
?
に
於
て
鋭
き
、
然
し
新
し
き
流
湖
の
全
ぐ
忠
買
な
描
お
を
者
出
し
た
。
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
フ
は
そ
の
深
刻
な
智
力
を
以
て
六
十
年
代
の
総
て
の
時
代
人
を
、
虚
仮
の
筆
・
治
で
令
銭
や
自
分
一
個
人
の
必
要
の
た
め
に
押
股
す
ぺ
〈
嫌
忌
せ
ぬ
銭
面
皮
な
乱
暴
者
の
型
に
於
て
人
格
化
す
る
こ
さ
が
出
来
な
か
っ
た
瞳
}
ご
を
確
4
一
一
周
す
る
所
の
中
間
の
意
見
が
あ
る
。
『
ォ
プ
Y
イ
フ
』
合
此
の
様
に
解
蒋
す
る
時
は
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
i
プ
に
岡
崎
の
な
か
っ
た
六
十
年
代
文
皐
運
動
の
或
分
子
の
み
を
問
題
に
し
て
居
る
こ
ご
に
な
る
、
そ
れ
は
兎
に
角
マ
Y
ク
・
グ
オ
ロ
ホ
プ
の
名
も
彼
の
反
調
性
格
者
な
極
楽
的
な
狂
的
な
美
文
卒
者
も
.
ぞ
れ
か
ら
ま
た
筆
の
上
で
案
出
さ
れ
た
小
説
の
女
主
人
公
グ
イ
エ
ラ
も
皆
普
混
一
般
的
の
名
詞
に
は
ニ
O
五
商
業
ミ
経
涜
な
ら
な
か
っ
た
、
印
ち
此
等
人
物
の
性
格
は
営
時
の
赴
舎
に
普
遍
的
な
自
然
な
も
の
で
な
か
っ
た
、
著
者
が
勝
手
じ
作
っ
た
性
格
で
あ
っ
て
貫
生
活
か
ら
さ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
総
て
の
荘
一
路
に
於
て
プ
シ
チ
ヤ
ロ
I
フ
の
才
能
は
第
二
次
的
の
人
物
に
諮
ら
れ
て
居
る
‘
組
母
さ
そ
れ
を
取
り
因
む
人
々
は
ゴ
ジ
チ
ヤ
ロ
l
ブ
の
描
勾
的
才
能
の
総
て
の
力
争
』
以
て
描
出
さ
れ
て
居
る
、
兵
の
嬰
術
的
真
珠
の
玉
ざ
な
っ
て
痴
者
マ
Y
プ
イ
ニ
カ
の
形
態
が
姿
を
見
せ
て
居
る
、
露
園
女
の
型
の
美
術
品
陳
列
室
に
於
て
i
若
し
か
様
に
一
玄
ひ
表
は
し
得
る
ご
す
れ
ば
i
生
々
ご
し
た
、
総
て
自
分
の
散
文
詩
の
中
に
捉
り
入
れ
ら
れ
た
マ
Y
フ
イ
ニ
カ
の
符
像
は
第
一
位
中
の
第
一
位
を
占
領
す
べ
き
も
の
で
あ
る
Q
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
ア
の
著
作
集
は
グ
ラ
ズ
ノ
1
7
氏
に
依
っ
て
九
忽
に
於
て
出
版
3
れ
て
居
る
(
サ
ン
ク
ト
・
ベ
ア
Y
プ
Y
グ
、
一
入
八
四
l
入
九
)
、
個
々
の
小
説
や
『
プ
V
グ
ト
・
バ
Y
-
プ
!
ダ
』
は
数
版
ケ
重
ね
た
‘
プ
ン
チ
ヤ
ロ
l
ア
の
文
引
一
日
中
死
後
後
見
さ
れ
た
断
片
は
雑
誌
-
一
L
7
ご
八
六
九
年
の
粍
か
ら
ず
ン
ニ
O
六
グ
ト
・
ペ
ア
Y
プ
Y
グ
に
於
て
ア
・
エ
ア
・
マ
Y
グ
ス
に
て
後
行
せ
ら
れ
た
辺
刊
雑
誌
に
て
露
間
に
於
け
る
定
期
刊
行
物
中
最
も
炭
く
読
者
を
有
せ
し
も
の
〉
一
、
一
八
九
一
年
か
ら
毎
月
「
文
卒
附
録
』
を
袋
行
し
露
国
新
古
作
家
の
作
品
。
γ
拐
哉
す
)
の
一
入
九
二
年
さ
九
三
年
の
附
録
に
印
刷
さ
れ
て
居
る
.
此
等
の
全
く
著
し
か
ら
ぎ
る
ス
ケ
ッ
チ
の
類
の
後
表
は
プ
ジ
チ
ヤ
ロ
!
プ
の
論
文
吋
自
由
の
破
壊
』
に
悲
哀
な
指
査
を
構
成
す
る
、
郎
ち
そ
れ
に
於
て
彼
は
だ
ら
し
の
な
い
姿
に
於
て
後
世
の
人
々
の
前
に
混
は
る
、
こ
さ
の
不
希
望
か
ら
草
稿
の
素
描
よ
り
も
よ
り
以
上
に
完
成
に
近
い
彼
の
手
簡
さ
へ
も
印
刷
に
附
さ
な
い
様
に
ぎ
友
人
に
願
っ
た
。
侍
記
及
一
一
一
一
口
行
録
的
関
係
に
於
て
プ
シ
チ
ヤ
ロ
1
7
に
就
い
て
少
し
で
も
位
低
の
め
る
も
の
は
今
日
(
一
八
九
三
年
)
ま
で
未
だ
現
出
し
な
い
。
評
論
的
の
も
の
〉
内
か
ら
記
せ
ば
、
印
ち
ぺ
I
y
y
ス
キ
I
(
前
出
)
の
論
文
第
十
一
容
、
ド
プ
ロ
η
ノ
ユ
ク
ポ
プ
(
有
名
な
批
評
家
.
一
入
三
六
!
六
一
)
の
第
二
忽
、
ド
Y
ジ
-
一
ン
こ
入
二
四
l
六
回
、
文
卒
者
、
短
篇
小
説
若
干
ゐ
込
書
き
、
松
評
論
文
を
多
く
全
日
ぐ
)
の
第
七
忽
.
ピ
サ
ν
ァ
こ
入
四
一
1
1
六
入
、
有
名
な
批
評
家
.
早
く
よ
り
著
し
き
天
才
を
現
せ
り
)
の
第
一
忽
、
デ
ガ
ピ
チ
ェ
ア
ザ
ハ
キ
1
(
文
拳
評
論
家
.
一
入
三
人
年
生
る
、
著
作
物
に
は
「
露
図
検
閲
史
大
観
』
「
露
図
最
新
文
皐
史
』
一
入
四
入
l
九
入
年
迄
、
其
他
多
し
)
文
集
の
第
一
、
第
二
谷
、
ジ
エ
W
グ
ノ
ル
I
λ
J
ヱ
1
・λ
ロ
l
ゲ
オ
l
デ
イ
エ
1
ロ
1
1
7
ご
入
一
一
四
l
九
一
、
「
露
国
言
葉
』
「
事
業
』
ネ
デ
ィ
エ
1
リ
ヤ
ー
ル
l
ス
ヵ
ヤ
l
・
ム
句
ス
リ
『
退
問
』
『
露
図
思
想
』
等
じ
執
筆
、
反
々
政
治
上
の
事
件
に
依
り
露
都
か
ら
追
放
せ
ら
れ
ず
オ
ロ
グ
グ
、
カ
Y
が
、
ノ
グ
プ
ロ
ド
、
グ
イ
ポ
Y
グ
等
の
諸
地、
λ
モ
レ
ン
九
カ
ヤ
騒
な
ぎ
に
住
h
u
ぺ
く
徐
儀
な
く
せ
ら
れ
た
、
文
集
は
三
成
金
重
ね
た
)
の
一
入
六
九
年
『
事
業
〕
(
一
入
六
六
年
か
ら
蕗
都
に
て
後
行
さ
れ
た
向
学
術
文
義
雑
誌
)
第
七
鋭
に
後
表
せ
し
も
の
、
オ
・
ミ
Y
レ
Y
(
一
入
三
三
i
入
九
文
挙
史
家
、
操
飢
家
、
『
で
ブ
グ
族
口
服
負
黛
)
に
て
執
筆
さ
れ
し
『
ゴ
I
ゴ
y
以
後
の
作
者
』
.
J
へ
・
オ
ス
ト
ロ
ザ
1
Y
ス
キ
!
こ
入
四
O
i
一
九
O
二
、
政
育
者
に
し
て
作
家
)
の
『
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
1
ブ
に
就
い
て
の
書
物
片
デ
・
メ
レ
ジ
ユ
コ
1
7
λ
キ
1
(
一
入
六
五
年
に
生
る
、
詩
人
イ
・
ア
・
ゴ
シ
チ
ヤ
ロ
1
フ
惇
に
し
て
評
論
家
、
彼
の
詩
は
形
式
に
於
て
は
立
仮
な
る
も
内
容
に
於
て
は
著
し
か
ら
子
、
評
論
的
作
品
に
は
『
現
代
昆
文
卒
哀
頒
の
原
因
に
就
い
て
』
『
ト
Y
λ
ト
イ
さ
ド
λ
ト
エ
グ
ス
キ
!
』
、
其
他
小
説
の
著
作
あ
り
)
山
〔
露
凶
文
亭
哀
頑
の
原
因
』
中
に
於
け
る
論
文
、
其
他
プ
ン
チ
ヤ
ロ
1
プ
の
永
眠
に
依
っ
て
呼
び
越
さ
ル
l
λ
カ
ャ
・
ム
イ
ス
リ
れ
た
諸
論
文
、
例
へ
ば
‘
露
国
思
想
』
(
露
凶
俊
良
な
る
月
刊
雑
誌
中
じ
て
最
も
炭
く
停
播
せ
る
一
雑
誌
、
一
入
入
O
年
モ
ス
ク
グ
ア
(
足
。
ωの
O
巧
)
に
於
て
後
刊
)
誌
上
(
一
入
九
一
年
の
第
十
一
競
)
の
エ
ム
・
プ
ロ
トルλ
ポ
1
プ
(
一
入
四
八
年
生
る
、
評
論
家
)
の
論
文
、
『
昆
配
1
.
巧
百
こ
入
九
O
年
j
九
入
年
モ
λ
ク
グ
ア
に
於
て
後
刊
.
月
刊
雑
誌
)
誌
上
こ
入
九
一
年
の
第
十
悦
)
に
於
け
る
ア
・
ネ
ゼ
y
ヨ
!
ノ
プ
二
入
四
五
l
九
六
、
文
的
九
千
-
史
家
、
露
関
丈
島
e
史
其
他
の
著
作
あ
ヴ
品
ス
ト
ニ
ツ
ク
・
エ
フ
ロ
l
プ
イ
り
)
の
作
品
、
『
欧
洲
報
知
』
(
一
入
六
六
年
創
刊
、
歴
史
政
治
的
学
術
雑
誌
)
誌
上
ご
入
九
一
年
第
十
披
)
に
於
げ
る
エ
ム
・
λ
タ
ジ
ユ
ν
I
ピ
ッ
チ
ユ
(
一
入
二
六
年
生
る
.
卒
者
に
し
て
採
飢
家
‘
A
A
政
家
、
，
一
八
五
三
年
か
ら
べ
手
Y
プ
Y
グ
大
卒
の
数
授
ご
な
り
高
ニ
O
七
商
業
ミ
経
済
因
由
民
を
殺
授
す
、
一
入
六
一
年
他
の
多
〈
の
殺
授
速
さ
大
卒
を
返
ぐ
、
一
入
六
六
年
『
欧
洲
報
知
』
一
粧
を
創
設
、
一
入
入
一
l
八
二
年
ま
で
新
聞
『
秩
序
〕
を
漁
民
行
す
，
一
入
入
一
年
か
ら
ぺ
-
7
Y
プ
Y
グ
市
合
議
員
さ
5新5
5干dl
E条堅
手i
経
済
事
博
士
田
崎
仁
義
氏
著
「
王
道
天
下
之
本
書
は
裳
に
上
梓
せ
ら
れ
た
る
『
支
那
古
代
経
済
思
想
及
制
度
』
の
姉
妹
篇
に
し
て
、
前
審
が
主
ざ
し
て
、
借
金
日
、
勝
.
記
，
周
雄
等
に
現
れ
た
る
一
枇
曾
上
.
経
済
上
の
思
想
制
度
の
特
質
持
洗
濯
を
考
究
し
其
の
土
地
制
皮
及
び
封
建
組
織
を
問
明
し
て
、
其
の
土
地
及
び
農
業
を
女
性
又
は
陰
性
に
配
同
象
徴
す
る
思
想
上
の
特
質
の
某
の
制
度
組
織
の
上
に
表
現
せ
ら
れ
た
る
事
を
論
結
せ
ら
れ
た
る
に
濁
し
、
本
書
は
前
者
さ
同
二
O
入
な
る
、
一
入
九
O
l
一
九
O
三
年
の
問
ぺ
-
7
Y
プ
y
グ
市
皐
務
委
員
長
を
勤
む
、
露
図
改
進
主
義
代
表
者
、
改
革
袋
、
殺
育
の
援
護
者
)
の
も
の
等
が
あ
る
。
(
終
)
研
究
」
研
究
館
編
纂
室
一
時
代
の
図
家
一
肱
舎
の
一
大
組
織
た
る
王
道
天
下
を
中
心
ご
す
る
政
治
思
想
及
制
度
の
方
面
よ
b
共
の
特
徴
を
明
に
し
、
其
の
成
立
運
偉
を
考
察
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
本
金
日
を
分
つ
に
思
想
芝
、
組
織
及
制
皮
の
二
部
ざ
し
、
一
見
に
之
を
五
編
二
十
九
章
ざ
し
、
堂
々
六
百
入
十
頁
に
及
ぶ
大
著
な
り
。
「
荷
も
古
代
支
那
ゃ
知
ら
ん
ご
欲
す
る
者
は
、
先
づ
王
道
天
下
の
梗
慨
を
識
ら
ま
る
可
か
ら
手
。
古
代
文
